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佐
田
介
石
『
闇
中
案
』
巻
之
下
注
釈

梅
　
林
　
誠
　
爾

本
注
釈
は
、「
佐
田
介
石
『
闇
中
案
』
巻
之
一
・
巻
之
二
注

釈
」（『
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
一
七
巻
通
巻
第
七
〇

号
、二
〇
一
一
年
三
月
。「
前
回
注
釈
」
と
略
）
の
続
編
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
三
巻
か
ら
成
る
佐
田
介
石
著
『
闇
中
案
』
の
最
後

の
巻
に
つ
い
て
注
釈
を
試
み
る
。

　

凡
例
（
再
掲
）

一
、
以
下
の
注
釈
に
お
い
て
は
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵

の
写
本
『
闇
中
案
』
を
底
本
と
し
た
。

一
、
各
丁
の
表
裏
毎
に
ま
と
め
て
翻
刻
を
試
み
、
注
解
を
付
け

た
。

一
、
ま
ず
【
本
文
〇
丁
表
・
裏
】
と
し
て
、
そ
の
一
丁
の
行
数

や
一
行
の
字
数
を
可
能
な
限
り
底
本
通
り
再
現
し
た
。
一

行
、
五
行
、
十
行
の
頭
に
ロ
ー
マ
数
字
の
行
番
号
を
付
け

た
。

一
、
俗
字
や
略
字
、
誤
字
や
癖
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
Ｃ
Ｊ
Ｋ
統
合
漢
字
を
基
準
に
訂
正
し
、
訂
正
箇
所
に

傍
線
を
付
け
た
。
た
だ
し
、
幾
つ
か
の
箇
所
は
、
元
の
字

を
示
し
て
推
測
さ
れ
る
正
字
等
を
横
に
括
弧
書
き
で
付
け

た
。
ま
た
、
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
原
本
に
照
ら
し
て
修

正
し
た
。

一
、
底
本
原
文
に
な
い
文
字
を
補
う
時
に
は
、{　

}

で
括
っ

た
。

一
、
原
文
は
句
読
点
、
括
弧
を
含
ん
で
い
な
い
が
、
句
読
点
、

括
弧
を
補
っ
た
。
引
用
さ
れ
た
り
言
及
さ
れ
て
い
る
語
句

は
「　

」
で
、
書
籍
名
は
『　

』
で
括
っ
た
。
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一
、
元
々
漢
字
の
読
み
（
ル
ビ
）
が
カ
タ
カ
ナ
で
付
け
て
あ
る

場
合
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
読
み
を
補
う
場
合
は
平
仮
名

を
用
い
た
。

一
、
底
本
の
文
字
間
に
空
き
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、「
□
□
」

な
ど
と
表
記
し
た
。

一
、
各
丁
の
翻
刻
の
後
に
《
字
句
注
》
欄
を
設
け
、
字
句
の
意

味
や
正
誤
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た
。

一
、
そ
の
後
に
、
事
項
や
本
文
の
解
説
を
加
え
た
。
そ
の
際
、

対
象
の
文
を
そ
の
行
番
号
で
示
し
た
。

　

注
釈

【
一
一
丁
裏
】

Ⅰ
・ 

客
窓
漫
駁
巻
之
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
村
七
五
三
八
撰

　
　

   　

 『
新
論
』「
下
巻
」「
第
一
難　

須
弥
焉
ア
リ
」
ト
云
ヨ
リ
、
四
帋
七
行
至
ル
。

　
　

駁
シ
テ
曰
、
汝
カ
コ
ノ
「
下
｛
巻
｝」
ノ
弁
ニ
「
極
下
ニ
至
ル
事
ヲ
得
ハ
、
定
メ
テ

Ⅴ
・
吾
佛
説
ノ
須
弥
界
ヲ
見
ル
ヘ
シ
」
ト
云
カ
、
云
何
ナ
ル
杜
撰

　
　

ソ
ヤ
。
須
弥
ア
レ
ハ
コ
ソ
見
ヘ
キ
理
モ
ア
レ
。
須
弥
ト
云
ヘ
ル　
　
　
　

　
　

モ
ノ
何
處
ニ
ア
ル
ヤ
。
其
故
何
ト
ナ
レ
ハ
、
汝
カ
説
ニ
テ
ハ
日
月

　
　

 

衆
星
ト
モ
ニ
須
弥
ヲ
中
心
ト
シ
テ
其
四
洲
ノ
天
ヲ
旋
ル
ト

　
　

ス
。
爾
ル
ニ
現
見
ス
ル
處
、
日
月
衆
星
ト
モ
ニ
何
モ
須
弥

Ⅹ
・
ヲ
ハ
中
心
ト
セ
ス
シ
テ
、
吾
ノ
如
ク
却
テ
地
極
ヲ
中
心
ト
シ
テ
旋

　
　

レ
ハ
コ
ソ
、『
論
語
』
ニ
モ
「
北
辰
居
其
處
、
衆
星
拱
レ
之
」
ト
イ

　
　

ワ
レ
、
又
衆
星
ト
ハ
日
月
及
ヒ
恒
星
ト
五
星
ト
ナ
リ
。

(2)
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コ
レ
ハ
暦
象
ノ
天
文
ノ
ミ
ナ
ラ
ハ
凡
目
ノ
徒
ト
婦
人
小
童

《
字
句
注
》

一
一
行「
拱
」：
こ
ま
ぬ
く
。
両
手
を
胸
の
前
で
重
ね
合
わ
せ
る
礼
法
。

度
里
法
の
単
位
。
一
二
丁
表
《
解
説
》
参
照
。﹈
ノ
邈
遠
廣
大
ノ
須
弥
」

が
存
在
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
い
う
理
由
で
あ
る
。次
に
、「
此
コ﹇
須

弥
﹈
ニ
到
リ
、
…
是
ヲ
視
シ
」
人
は
い
な
い
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
須

弥
山
の
存
在
が
、
地
球
の
大
き
さ
と
の
比
較
か
ら
、
ま
た
経
験
的
証
拠

を
欠
く
と
い
う
こ
と
か
ら
、
否
定
さ
れ
て
い
る
。

安
慧
は
、
最
初
の
理
由
に
対
し
、
空
気
が
観
測
者
の
視
線
を
屈
折
さ

せ
る
た
め
、「
須
弥
界
ノ
廣
大
ナ
ル
モ
、
人
目
ニ
ハ
狭
小
ノ
形
チ
ニ
縮

象
シ
テ
視
ユ
ル
」﹇
三
丁
裏
﹈
の
だ
と
、「
円
準
之
理
」
に
よ
り
答
え
る
。

洋
学
者
は
、
世
界
の
広
大
な
真
の
姿
を
、
縮
小
し
た
見
え
の
姿
（
地
球
）

に
基
づ
い
て
否
定
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
後
の
理

由
に
対
し
て
、
安
慧
は
、
洋
学
啓
蒙
書
『
博
物
新
編
』
も
南
北
二
極
に

到
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
地
が
球
で
あ

る
と
言
う
の
は
、
そ
れ
こ
そ
証
拠
を
欠
く
数
術
の
臆
断
に
過
ぎ
な
い
と

反
論
す
る
。
そ
し
て
、
須
弥
界
は
釈
迦
の
天
眼
の
徹
視
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
か
ら
、「
若
シ
極
下
ニ
到
ル
コ
ト
ヲ
得
ハ
、
定
テ
吾
佛
説
ノ
須
弥

界
ヲ
見
ル
ヘ
シ
」﹇
四
丁
表
﹈
と
続
け
て
い
る
。

四
行
～
七
行　

安
慧
の
反
論
が
批
判
さ
れ
る
。『
闇
中
案
』
は
、「
極

(3)

一
三
行
「
凡
目
」：
俗
人
の
目
、
俗
眼
。

《
解
説
》

一
行
［
表
題
］　
『
闇
中
案
』
一
、二
巻
の
表
題
は
「
客
窓
漫
駁
巻
之

一　

一
名
闇
中
案
」、「
客
窓
漫
駁
巻
之
二
」
で
あ
っ
た
。
今
回
注
釈
を

試
み
る
最
終
巻
の
表
題
は
、「
客
窓
漫
駁
巻
之
下
」
と
な
っ
て
い
る
。

『
闇
中
案
』は
、禿
安
慧
の『
護
法
新
論
』（
慶
応
三
年
刊
、『
新
論
』と
略
）

を
批
判
し
た
論
争
書
で
、明
治
一
〇
年
秋
以
降
の
執
筆
と
推
測
さ
れ
る
。

『
新
論
』
巻
之
上
は
、「
円
準
之
理
」
な
ど
の
自
説
を
隠
さ
ず
示
す
と
い

う
意
味
の
「
無
隠
篇
」
と
い
う
題
を
持
っ
て
い
た
。
巻
之
中
「
平
邪
篇
」

は
、
西
洋
天
文
説
批
判
で
あ
っ
た
。
巻
之
下
に
は
「
護
城
篇
」
と
い
う

題
が
あ
り
、
安
慧
は
、
仏
説
に
対
す
る
洋
学
者
か
ら
の
論
難
へ
の
反
論

を
試
み
て
い
る
。
そ
の
反
論
を
介
石
が
批
判
し
て
ゆ
く
。

三
行　

安
慧
の
『
新
論
』
巻
之
下
、
三
丁
表
六
行
か
ら
四
丁
裏
七
行

を
指
す
。
そ
こ
で
、
安
慧
は
、
洋
学
者
か
ら
の
論
難
「
第
一
難　

須
弥

焉い
ず
く
に
かア
リ
」（
地
球
の
ど
こ
に
須
弥
山
が
在
る
の
か
、
在
る
は
ず
が
な

い
）
を
取
り
上
げ
、
ま
ず
洋
学
者
た
ち
が
論
拠
と
す
る
二
つ
の
理
由
を

紹
介
し
て
い
る
。
一
つ
は
、地
は
間
違
い
な
く
「
周
圍
凡
一
萬
五
千
里
、

全
径
五
千
里
可
リ
」
の
球
で
あ
る
が
、
こ
の
程
度
の
地
球
上
に
「
佛
教

ニ
説
ケ
ル
﹇
一
辺
も
高
さ
も
﹈
八
萬
由
旬
﹇
約
四
八
万
里
。
由
旬
は
印
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下
ニ
到
ル
コ
ト
ヲ
得
ハ
、…
須
弥
界
ヲ
見
ル
ヘ
シ
」と
い
う
安
慧
に
、「
須

弥
ア
レ
ハ
コ
ソ
見
ヘ
キ
理
モ
ア
レ
。
須
弥
ト
云
ヘ
ル
モ
ノ
何
處
ニ
ア
ル

ヤ
」
と
問
い
返
し
て
い
る
。
須
弥
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
よ
り

も
前
に
、
須
弥
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
北
極
と
の
関
係
に
お

い
て
須
弥
が
ど
こ
に
存
在
す
る
の
か
を
、
問
題
に
す
べ
き
だ
と
批
判
し

て
い
る
。

七
行
～
一
二
丁
表
四
行　

仏
説
は
、
天
文
現
象
の
中
心
に
須
弥
山
を

置
く
。
安
慧
の
「
若
シ
極
下
ニ
到
ル
コ
ト
ヲ
得
ハ
、
…
須
弥
界
ヲ
見
ル

ヘ
シ
」
も
、
天
の
北
極
を
中
心
と
し
た
日
月
衆
星
の
廻
り
を
、
須
弥
山

を
中
心
と
し
た
廻
り
に
解
消
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、『
闇
中
案
』
は
、「
日
月
衆
星
委く
わ
しク
北
極
ヲ
中
心
ト
シ
テ
旋
ル
事

ハ
カ
リ
ハ
」、『
論
語
』
の
記
述
と
も
合
致
し
、「
凡
目
ノ
徒
ト
婦
人
小
童
」

を
問
わ
ず
皆
認
め
る
こ
と
だ
と
指
摘
し
て
、
洋
学
者
な
ど
の
北
極
中
心

説
と
仏
説
の
須
弥
中
心
説
と
の
対
立
を
、
際
立
た
せ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
四
行
か
ら
の
批
判
は
、「
汝
カ
説
」
即
ち
安
慧
の
説
へ

の
介
石
の
批
判
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
洋
学
者

か
ら
の
仏
説
へ
の
論
難
に
対
す
る
安
慧
の
反
論
に
対
す
る
批
判
で
あ
る

か
ら
、「
汝
カ
説
」
即
ち
仏
説
へ
の
「
吾
」
即
ち
洋
学
者
か
ら
の
（
再
）

批
判
で
も
あ
る
。
実
は
、写
本
肥
後
介
石
撰『
須
彌
視
實
等
象
儀
記
』（
執

筆
年
等
記
載
な
し
。
以
下
『
須
彌
儀
記
』
と
略
）
が
龍
谷
大
学
大
宮
図

書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
四
丁
表
裏
に
は
、『
闇
中
案
』
の
こ

の
部
分
と
そ
っ
く
り
の
内
容
が
、「
我
佛
説
」
に
対
す
る
「
蘭
暦
家
ノ

疑
」
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
闇
中
案
』
一
一
丁
裏
九
行
・

一
〇
行
と
同
じ
仏
説
批
判
が
、『
須
彌
儀
記
』
に
も
「
現
見
ス
ル
ニ
、

ソ
ノ
須
弥
ヲ
以
中
心
ト
シ
テ
旋
ル
ニ
非
ス
シ
テ
、
却
テ
圖
ノ
如
ク
北
極

星
ヲ
以
中
心
ト
シ
テ
旋
レ
リ
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
闇
中
案
』

の
「
日
月
衆
星
北
極
ヲ
中
心
ト
ス
ル
圖
」（
一
二
丁
表
）
も
、『
論
語
』

か
ら
の
引
用
も
一
致
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
『
須
彌
儀
記
』
の
「
蘭
暦

家
ノ
疑
」
と
の
一
致
か
ら
も
、『
闇
中
案
』
の
安
慧
批
判
が
、
洋
学
者

が
語
る
仏
説
批
判
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

介
石
が
、
洋
学
者
の
こ
の
批
判
を
一
度
な
ら
ず
引
く
の
は
、
北
極
を

天
文
現
象
の
中
心
に
置
き
、「
須
弥
焉
い
ず
く
に
かア
リ
」
と
須
弥
山
の
存
在
を

問
う
「
蘭
暦
家
ノ
疑
」
を
、
介
石
が
重
要
な
問
題
提
起
と
し
て
受
け
止

め
る
か
ら
で
あ
る
。『
須
彌
儀
記
』﹇
六
丁
裏
〜
七
丁
表
﹈
は
、
安
政
二

年﹇
一
八
五
五
年
﹈、介
石
ら
本
願
寺
学
林
の
所
化（
学
生
）た
ち
が
、「
蘭

暦
家
」
か
ら
提
起
さ
れ
た
こ
の
「
疑
」
に
遭
遇
し
、
そ
れ
を
須
弥
説
へ

の
重
要
な
問
題
提
起
と
考
え
、
介
石
は
多
年
研
究
し
そ
の
「
氷
釋
」
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
と
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
介
石
が
、
洋
学
者
か
ら
の
仏
説
批
判
を
安
慧
に
対
し
て
改

め
て
投
げ
か
け
る
の
は
、
洋
学
者
の
問
題
提
起
へ
の
安
慧
の
答
え
が
不

十
分
で
あ
る
と
言
い
た
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
「
極
下
ニ
到
ル

コ
ト
ヲ
得
ハ
、
…
須
弥
界
ヲ
見
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
安
慧
の
反
論
が
、
北

(4)



熊 本 県 立 大 学 文 学 部 紀 要 　　第18巻　　　2012196

極
中
心
の
天
文
現
象
を
須
弥
中
心
の
現
象
に
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
に
対
し
、
介
石
は
、
日
月
衆
星
が
北
極
を
中
心
に
廻
る
と
い
う
西
説

等
の
主
張
を
、
仏
説
と
し
て
も
積
極
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
介
石
は
須
弥
界
説
を
捨
て
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、『
須
彌
儀
記
』
で
介
石
は
、「
人
目
ノ
見
成
ス
ト
コ
ロ
ニ

ヨ
ラ
ハ
」
と
限
定
付
き
で
あ
る
が
、「
我
佛
者
モ
亦
…
彼
西
洋
及
和
漢

ノ
諸
暦
者
ノ
如
ク
北
極
中
心
ヲ
言
サ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」﹇
一
〇
丁
裏
﹈

と
言
い
、「
彼
此
二
説
竝
用
ヒ
テ
可
ナ
リ
」﹇
一
一
丁
表
﹈
と
も
言
う
。

日
月
衆
星
が
北
極
を
中
心
に
廻
る
と
い
う
西
説
や
中
国
天
文
学
な
ど
の

主
張
に
対
す
る
介
石
の
肯
定
的
な
姿
勢
は
明
白
で
あ
る
。

し
か
も
、
介
石
の
北
極
天
に
対
す
る
肯
定
は
、「
人
目
ノ
見
成
ス
ト

コ
ロ
」
と
い
う
限
定
を
越
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
介
石
の
仏
教

天
文
地
理
説
は
、
二
期
に
分
か
れ
る
。
前
期
の
代
表
的
著
作
は
、
文
久

二
年
﹇
一
八
六
二
年
﹈
の
『
鎚
地
球
説
略
』（『
日
本
鎚
』）
で
あ
る
。『
日

本
鎚
』
は
、須
弥
に
つ
い
て
一
言
も
語
ら
ず
、「
中
華
ノ
周
已
前
ノ
聖
説
」

﹇
五
三
丁
表
﹈
即
ち
蓋
天
説
が
説
く
北
極
を
天
地
の
中
心
に
置
く
平
天

平
地
の
世
界
を
実
象
と
し
、
熊
本
や
京
都
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
の
視
象

の
天
地
と
の
間
に
、「
視
實
両
象
ノ
理
」
を
適
用
し
て
い
る
。
介
石
の

前
期
天
文
地
理
説
は
、
日
月
衆
星
が
北
極
を
中
心
に
廻
る
姿
を
、
世
界

の
実
象
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
（
前
回
注
釈
、
四
頁
、「
視
實
等
象

儀
傍
面
圖
」
参
照
）。

後
期
の
代
表
的
な
著
作
は
、
明
治
十
三
年
﹇
一
八
八
〇
年
﹈
の
『
視

實
等
象
儀
詳
説
』
で
あ
る
。『
詳
説
』
は
、
須
弥
中
心
と
北
極
中
心
と

の
二
重
構
造
を
実
在
世
界
に
導
入
す
る
。
そ
の
巻
之
上
は
、「
北
極
中

心
ト
須
弥
中
心
共
ニ
各
視
實
両
象
有
」
と
断
っ
た
上
で
、「
北
極
ヲ
天

地
ノ
中
心
ト
シ
テ
視
實
両
象
ヲ
立
ル
ト
コ
ロ
ノ
理
ヲ
弁
」じ
て
い
る﹇
八

丁
裏
以
下
﹈。巻
之
下
は
、須
弥
山
が
存
在
す
る
証
拠
を
列
挙
し
た
上
で
、

十
一
丁
裏
か
ら
「
須
弥
四
洲
ノ
天
象
ニ
於
テ
モ
亦
、
視
實
両
象
有
」
こ

と
を
述
べ
、
南
洲
の
地
上
か
ら
は
北
極
中
心
と
須
弥
中
心
と
が
合
し
て

見
え
、
須
弥
四
洲
を
廻
る
日
月
の
軌
道
（
天
）
が
、
地
に
出
没
し
な
が

ら
北
極
を
中
心
に
廻
る
様
に
見
え
る
と
説
明
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

後
期
に
お
い
て
も
、
介
石
の
北
極
天
に
対
す
る
肯
定
的
な
姿
勢
は
、「
人

目
ノ
見
成
ス
ト
コ
ロ
」
と
い
う
制
限
を
一
部
で
越
え
て
い
る
の
で
あ
る

（
前
回
注
釈
、
四
頁
、「
須
彌
四
洲
ノ
天
ト
北
極
ノ
天
ト
同
一
ノ
天
象
ニ

見
成
ス
圖
」
参
照
）。

--------------------

【
一
二
丁
表
】

Ⅰ
・ 

マ
テ
モ
毎
夜
現
ニ
見
ル
處
ニ
テ
、
日
月
衆
星
委
ク
北
極

(5)



梅林　誠爾：佐田介石『闇中案』巻之下注釈 195

　
　

ヲ
中
心
ト
シ
テ
旋
ル
事
ハ
カ
リ
ハ
、
千
載
不
レ
可
レ
易
。
サ
ス
レ
ハ
、

　
　

佛
説
ノ
如
ク
須
弥
ヲ
中
心
ト
シ
テ
日
月
カ
旋
ル
ト
シ
テ
ハ
、

　
　

世
人
現
ニ
ミ
ル
處
ニ
合
ス
。
其
故
ハ
イ
カ
ヽ
ソ
ト
云
ニ
、
圖
ノ
如
ク
、

Ⅴ
・ 
須
弥
中
心
ハ
日
本
ノ
京
師
ヲ
去
ル
事
凡
ソ
百
六

　
　

十
〇
万
二
千
六
百
六
十
｛
里
｝
余
。『
立
世
論
』
ニ
、
内
路
ノ
須
弥
ノ

　
　

中
心
ヲ
相
距
ル
里
数
ヲ
二
十
四
万

　
　

〇
四
百
由
旬
ト
ス
。
コ
ノ
一
由
旬
ヲ
以
テ

　
　

印
度
ノ
四
十
里
ト
シ
、
是
ヲ
日
本

Ⅹ
・
ノ
三
十
六
丁
ノ
里
法
テ
約
シ
テ

　
　

算
ヲ
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

　
　

北
極
ハ　
是
極
星
ハ
極
處
ヲ
去
ル
事　
　

一
度
余
リ
ナ
レ
ハ
正
極
ニ
兌
ス　

日
本
京
ヲ
去
事

《
字
句
注
》

四
行
「
合
ス
」：「
あ
わ
ず
」
と
読
む
。　
　
　
　

六
行
：『
須
彌
儀
記
』

に
従
っ
て
、「
里
」
を
補
っ
た
。　
　
　

六
行
〜
一
一
行
：『
須
彌
儀
記
』

で
は
、
こ
の
部
分
は
割
注
。　
　
　

一
一
行
：『
須
彌
儀
記
』
を
参
照

す
る
と
、
空
欄
に
は
「
布
ク
、
是
レ
大
概
ヲ
以
示
ス
」
が
入
る
。　
　

　
　

一
二
行
：
割
注
部
分
が
、底
本
は
「
是
極
星
ハ
極
處
ヲ
去
ル
事
日
本　
　
　
　

京
ヲ
去
事
一
度
余
リ
ナ
レ
ハ
正
極
ニ
兌
ス

」
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
中
の
「
日
本
京
ヲ
去
事
」
を
本
文
に
移
し
た
。

《
解
説
》

四
行
～
一
二
丁
裏
七
行　

こ
の
部
分
も
、『
須
彌
儀
記
』
の
「
蘭
暦

家
ノ
疑
」
の
続
き
に
相
当
す
る
。
ま
ず
、
一
二
丁
表
五
行
〜
裏
一
行
に

お
い
て
、
日
本
の
京
都
を
基
準
と
し
て
須
弥
と
北
極
の
そ
れ
ぞ
れ
の
位

置
を
計
算
し
、
須
弥
と
北
極
と
の
位
置
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
示
さ

れ
る
。
次
に
、
一
二
丁
裏
一
行
〜
七
行
に
お
い
て
、
前
者
は
後
者
の
千

倍
以
上
も
離
れ
て
い
る
か
ら
、
須
弥
を
北
極
と
見
な
し
た
り
、
須
弥
を

中
心
と
し
て
旋
る
日
月
衆
星
を
北
極
を
中
心
と
し
て
旋
る
よ
う
に
見
な

す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
洋
学
者
に
よ
る
仏
説
批
判
が
語
ら
れ
る
。

(6)
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『
須
彌
儀
記
』
か
ら
も
、
対
応
箇
所
を
引
い
て
お
こ
う
。
な
お
、『
須
彌

儀
記
』
に
は
、「
北
極
ヲ
中
心
ト
ス
ル
日
月
ノ
旋
リ
ト
須
弥
ヲ
中
心
ト

ス
ル
日
月
ノ
旋
リ
ト
相
同
カ
ラ
サ
ル
ノ
圖
」（
下
図
。
以
下
「
儀
記
五

丁
図
」
と
呼
ぶ
）
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

何
ト
ナ
レ
ハ
圖
﹇
儀
記
五
丁
図
﹈
ノ
如
ク
、
須
弥
ノ
中
心
ハ
コ
ノ

日
本
ノ
京
師
ヲ
相
距
ル
コ
ト
、
我
邦
ノ
里
法
ニ
テ
凡
ソ
百
六
十
萬

二
千
三
百
里
餘
ナ
リ　
『
立
世
』
所
説
ノ
内
路
ノ
須
弥
心
ヲ
相
距
ノ
里
数
二
十
四
萬
○
四
百
由
旬
ト
ス
ル
ニ

ヨ
リ
テ
、
一
由
旬
ヲ
以
我
邦
ノ
里
法
六
里
ニ
約
シ
テ
算
ヲ
布
ク
、
是
レ
大
概
ヲ
以
示

ス
。
敢
テ
精
當
ノ
算

ト
ス
ヘ
カ
｛
ラ
｝
ス
。
北
極
ハ
コ
ノ
京
師
ヲ
相
距
ル
コ
ト
千
六
百
五
十
里
餘

ナ
リ
。
因
テ
北
極
ノ
天
ハ
須
弥
ノ
中
心
ニ
比
ス
ル
ニ
、
千
有
餘
倍

後ウ
シ
ロ

ニ
ア
リ
。
須
弥
ノ
中
心
ハ
北
極
ノ
天
ヨ
リ
千
有
餘
倍
先
ニ
ア

リ
。
五
倍
ヤ
十
倍
ノ
コ
ト
ナ
ラ
ハ
、
先キ 

ヲ
以
後ロ 

ニ
見
成
ヘ
キ
理

モ
ア
レ
ト
、
千
有
餘
倍
先キ 

ニ
ア
ル
ト
コ
ロ
ノ
須
弥
ノ
中
心
ヲ
以

如
何
ソ
千
有
餘
倍
後ロ 

ニ
ア
ル
ト
コ
ロ
ノ
北
極
ノ
天
ト
等ク 

見
成
サ

レ
ル
ヤ
。
若
シ
コ
ノ
一
箇
ノ
疑
ヲ
以
テ
廣
ク
釋
迦
一
代
ノ
教
ニ
推

シ
及ボ 

サ
ハ
、
何
レ
ノ
説
ト
シ
テ
カ
亦
妄
誕
ノ
誚リ 

ヲ
避クヘ
カ
ラ
ス
。

　
﹇
四
丁
裏
〜
五
丁
裏
﹈

　
　
　

北
極
ヲ
中
心
ト
ス
ル
日
月
ノ

　
　
　

旋
リ
ト
須
弥
ヲ
中
心
ト
ス
ル

　
　
　

日
月
ノ
旋
リ
ト
相
同
カ

　
　
　

ラ
サ
ル
ノ
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
丁
裏

四
行
「
圖
」　
「
圖
ノ
如
ク
」
以
下
は
、「
日
月
衆
星
北
極
ヲ
中
心
ト

ス
ル
圖
」
で
は
な
く
、『
須
彌
儀
記
』
の
儀
記
五
丁
図
を
説
明
し
て
い
る
。

儀
記
五
丁
図
で
、
最
も
外
側
の
大
き
な
円
が
「
須
弥
ヲ
中
心
ト
ス
ル
日

月
ノ
旋
リ
」
で
あ
る
。
そ
の
円
の
下
部
内
側
に
日
本
が
描
か
れ
、
日
本

の
北
側
に
小
さ
な
円
と
北
極
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
北
の
方
（
内
の
方
）

に「
須
弥
中
心
」が
描
か
れ
て
い
る
。
里
数
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、「
日

本
ト
須
弥
ノ
中
心
ト
相
去
ノ
間
」、「
日
本
ト
北
極
ト
相
去
ノ
間
」
が
記

さ
れ
て
い
る
。

(7)
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五
行
・
六
行　
「
日
本
ノ
京
師
」
か
ら
須
弥
中
心
ま
で
の
距
離
「
凡

ソ
百
六
十
〇
万
二
千
六
百
六
十｛
里
｝余
」が
示
さ
れ
る
。『
須
彌
儀
記
』

は
、
そ
れ
を
「
我
邦
ノ
里
法
ニ
テ
凡
ソ
百
六
十
萬
二
千
三
百
里
餘
」
と

し
、『
闇
中
案
』
の
言
う
距
離
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。『
闇
中
案
』
の
「
凡

ソ
百
六
十
〇
万
二
千
六
百
六
十
｛
里
｝
余
」
も
日
本
里
数
で
あ
る
。

六
行
～
一
一
行　

六
行
の
「『
立
世
論
』
ニ
」
か
ら
一
一
行
は
、『
須

彌
儀
記
』
該
当
部
分
が
割
注
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
底
本
の
原
本
も
割
注

で
あ
っ
て
、「
日
本
ノ
京
師
」
か
ら
須
弥
中
心
ま
で
の
日
本
里
数
「
凡

ソ
百
六
十
〇
万
二
千
六
百
六
十
｛
里
｝
余
」
の
計
算
を
説
明
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

『
立
世
論
』（『
仏
説
立
世
阿
毘
雲
論
』）「
日
月
行
品
」
に
よ
れ
ば
、
太

陽
は
、
わ
れ
わ
れ
が
住
む
南
剡
浮
提
（
閻
浮
提
）
や
、
須
弥
山
を
挟
ん

で
反
対
側
に
あ
る
北
鬱
単
越
な
ど
の
四
大
洲
の
上
を
、
わ
ず
か
ば
か
り

南
北
に
偏
り
つ
つ
須
弥
山
の
中
腹
の
高
さ
を
回
る
。「
内
路
」
は
、
最

も
北
に
（
須
弥
山
側
に
）
偏
し
た
太
陽
の
位
置
を
繋
い
だ
円
で
あ
る
。

四
季
が
四
大
洲
に
同
時
に
め
ぐ
る
と
い
う
四
洲
同
四
時
説
は
、
内
路

を
夏
至
の
太
陽
軌
道
と
見
な
す
。
ま
た
、
南
洲
に
お
い
て
内
路
は
地

球
説
の
夏
至
線
に
対
応
す
る
。
他
方
、
一
年
で
最
も
南
に
偏
し
た
時

の
太
陽
の
位
置
を
繋
ぐ
と
外
路
と
な
り
、
南
洲
に
お
い
て
は
地
球
説

の
冬
至
線
に
対
応
す
る
。『
闇
中
案
』
も
『
須
彌
儀
記
』
も
、
こ
こ
で

は
内
路
に
つ
い
て
の
み
語
っ
て
い
る
か
ら
、
儀
記
五
丁
図
の
外
側
の
大

き
な
円
は
内
路
と
考
え
て
よ
い
。「
日
月
行
品
」
に
は
、
内
路
の
直
径

四
十
八
万
八
百
由
旬
と
あ
る
の
で
、
そ
の
半
径
「
二
十
四
万
〇
四
百
由

旬
」
を
「
内
路
ノ
須
弥
ノ
中
心
ヲ
相
距
ル
里
数
」
と
し
て
い
る
。

「
由
旬
」（「
踰
繕
那
」）
は
、
古
代
印
度
の
里
法
単
位Yojana

の
音

訳
で
あ
る
。『
闇
中
案
』
は
、「
二
十
四
万
四
百
由
旬
」
を
日
本
の
里
数

に
換
算
し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
印
度
ノ
四
十
里
」
と
あ
る
が
、
中
国

の
「
四
十
里
」
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
印
度
の
一
由
旬
が
ま
ず
中
国

の
四
十
里
に
換
算
さ
れ
る
。
次
に
、
そ
れ
が
日
本
の
「
里
」
に
換
算
さ

れ
る
。
種
々
の
日
本
里
法
の
中
で
、
三
六
丁
（
約
４
ｋ
ｍ
）
を
一
里

と
す
る
里
法
を
基
準
に
取
る
。
中
国
の
一
里
を
約
５
０
０
ｍ
と
す
れ

ば
、
印
度
の
一
由
旬
は
日
本
里
法
の
約
五
里
（
＝
４
０
×
（
５
０
０

/

４
０
０
０
）
里
）
に
当
た
る
。
す
る
と
、
須
弥
中
心
か
ら
内
路
ま
で

「
二
十
四
万
四
百
由
旬
」
は
、
百
二
十
万
二
千
里
と
な
る
。
ま
た
、『
須

彌
儀
記
』
の
割
注
「
一
由
旬
ヲ
我
邦
ノ
里
法
六
里
ニ
約
シ
」
に
よ
れ
ば
、

須
弥
中
心
か
ら
内
路
ま
で
は
、
百
四
十
四
万
二
千
四
百
里
と
な
る
。

　

し
か
し
、『
闇
中
案
』
も
『
須
彌
儀
記
』
も
、
換
算
結
果
の
数
値
を

明
記
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
須
弥
心
か
ら
京
師
ま
で
「
百
六
十
〇
万

二
千
六
百
六
十
｛
里
｝
余
」
を
得
る
に
は
、
さ
ら
に
南
洲
内
路
か
ら

京
師
ま
で
の
距
離
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
に
も
触
れ
て
い
な
い
。
さ
ら

に
、
右
に
換
算
し
た
須
弥
心
か
ら
内
路
ま
で
百
二
十
万
二
千
里
あ
る
い

は
百
四
十
四
万
二
千
四
百
里
は
、
須
弥
中
心
か
ら
京
師
ま
で
「
凡
ソ

(8)
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--------------------
【
一
二
丁
裏
】

Ⅰ
・
凡
千
六
百
五
十
里
余
リ
ナ
リ
。
サ
ス
レ
ハ
、
北
極
ハ
須
弥
ノ
中
心
ニ

　
　

北
ス
ヘ
キ
千
倍
余
リ
モ
後
ニ
ア
リ
。
五
倍
ヤ
十
倍
ト
イ
ヘ
ト
モ

　
　

中
々
大ヲ

フ
ゾ造
ナ
里ミ
チ
ノ
リ程
ナ
レ
ハ
、
其
先
ニ
有
モ
ノ
ヲ
後
ニ
見

   　

ナ
ス
ヘ
キ
道
理
ナ
キ
ニ
、
マ
シ
テ
況
ヤ
千
六
百
五
十
里

Ⅴ
・
ヲ
以
テ
千
倍
ト
シ
テ
、
其
千
倍
余
ノ
サ
キ
｛
ニ
｝
有

　
　

須
弥
ノ
中
心
ヲ
イ
カ
ヽ
シ
テ
千
倍
後
ニ
ア
ル
北
極
ト

　
　

ヒ
ト
シ
ク
見
ナ
サ
レ
ル
ヤ
。
イ
カ
ホ
ト
望
遠
鏡
ノ
玉
ヨ
リ
モ

　
　

ヨ
ク
物
影
ヲ
ウ
ツ
ス
空
氣
カ
十
重
百
重
ニ
カ
サ
ナ

　
　

ル
ニ
セ
ヨ
、
千
六
百
五
十
里
余
ト
申
ス
大
造
ナ
里
程
カ

Ⅹ
・
千
倍
余
リ
モ
隔
タ
リ
テ
ハ
、
須
弥
心
ヲ
以
テ
北
極
ノ

　
　

天
ニ
写
シ
来
ル
事
ハ
ナ
ル
マ
ヒ
。
ソ
ノ
北
極
見
界
ハ
南
洲

　
　

一
洲
ノ
星
ナ
レ
ハ
窄
狭
ナ
リ
。
爾
ル
ニ
朗
氣
ノ
物
ヲ
写
ス
ハ
、

　
　

小
ヲ
シ
テ
大
ナ
ラ
令
ル
事
、
出
入
ノ
日
月
ノ
如
シ
。
サ
ス
レ
ハ
、　

《
解
説
》

一
行　

一
二
丁
表
一
三
行
か
ら
こ
こ
一
行
に
お
い
て
、「
日
本
京
」

か
ら
北
極
ま
で
の
距
離
が
「
凡
千
六
百
五
十
里
余
リ
」
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
る
。
計
算
方
法
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
日
本
京
」
に
お

け
る
北
極
星
で
近
似
さ
れ
る
天
の
北
極
の
仰
角
（
京
都
の
緯
度
）
が

三
五
度
（
北
極
下
ノ
地
ま
で
五
五
度
）
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
緯
度
一

度
に
二
八
里
な
い
し
三
〇
里
の
距
離
が
対
応
す
る
こ
と
か
ら
、
三
〇
×

五
五
＝
一
六
五
〇
と
計
算
さ
れ
る
。

こ
の
計
算
法
は
、
経
験
的
に
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
地
が

(9)

百
六
十
〇
万
二
千
六
百
六
十
｛
里
｝
余
」
よ
り
小
さ
く
、
儀
記
五
丁
図

と
整
合
的
で
な
い
。
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球
で
あ
り
、
北
極
星
が
限
り
な
く
遠
く
に
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
簡
単

に
導
か
れ
る
。
逆
に
、
こ
の
計
算
法
の
成
功
は
、
地
球
説
の
蓋
然
的
証

拠
と
な
る
。
地
球
説
の
「
蘭
暦
家
」
が
こ
の
計
算
を
行
な
う
の
は
当
然

で
あ
る
。
だ
が
、
仏
教
天
文
学
者
や
蓋
天
説
の
天
文
家
も
、
こ
の
計
算

法
を
使
う
こ
と
が
あ
る
。た
だ
、平
天
平
地
説
の
仏
教
天
文
学
者
に
と
っ

て
は
、
問
題
の
距
離
は
、「
日
本
京
」
か
ら
「
北
極
下
ノ
地
」
ま
で
の

地
上
に
お
け
る
距
離
で
あ
り
、
且
つ
「
日
本
京
」
の
天
頂
か
ら
北
極
星

ま
で
の
天
に
お
け
る
距
離
で
も
あ
る
。

介
石
の
『
日
本
鎚
』
は
こ
の
方
法
を
使
い
、「
北
極
星
ハ
、
日
本
ノ

京
師
ノ
天
頂
ヲ
去
ル
コ
ト
千
六
百
五
十
里　
五
十　
五
度 

ナ
リ
。」﹇
四
九
丁
裏
﹈

と
言
う
。
し
か
も
、『
日
本
鎚
』
は
介
石
天
文
地
理
説
前
期
の
著
作
で

あ
り
、北
極
中
心
の
世
界
を
実
象
と
す
る
。「
京
師
ノ
天
頂
」
か
ら
「
北

極
星
」
ま
で
「
千
六
百
五
十
里
」
も
、
実
象
に
お
け
る
距
離
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、「
我
頂
キ
ヲ
去
ル
コ
ト
僅ワ
ヅ

カ
一
二
丁
程
ニ
近
ク
視
成
」

さ
れ
る
姿
が
、
北
極
星
の
視
象
で
あ
る
﹇
四
九
丁
裏
﹈。
と
こ
ろ
が
、

介
石
は
、
明
治
一
〇
年
八
月
出
版
の
『
視
實
等
象
儀
記
初
編
』
に
お
い

て
、
こ
の
方
法
を
「
暦
学
者
ノ
暦
法
ノ
」
計
算
に
過
ぎ
ず
、「
北
極
直

下
ノ
地
マ
デ
実
ハ
三
千
里
ト
モ
五
千
里
ト
モ
計
リ
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
恐

ク
ハ
万
里
以
上
ニ
過
キ
タ
ル
ヘ
シ
」﹇
一
一
丁
表
裏
﹈と
言
う
。
介
石
は
、

明
治
一
〇
年
八
月
以
前
に
考
え
を
改
め
、
実
象
の
北
極
を
万
里
遠
く
に

移
し
て
い
る
。

『
闇
中
案
』
は
、前
回
注
釈
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
視
實
等
象
儀
記
初
編
』

よ
り
後
、
明
治
一
〇
年
秋
以
降
の
執
筆
で
あ
る
。
だ
か
ら
、『
闇
中
案
』

の
介
石
は
、「
日
本
京
」
か
ら
北
極
ま
で
の
距
離
を
「
凡
千
六
百
五
十

里
余
リ
」
と
す
る
計
算
を
、
洋
学
者
の
計
算
と
考
え
て
い
る
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

一
行
～
七
行　

洋
学
者
に
よ
る
仏
説
批
判
の
結
論
が
述
べ
ら
れ
る
。
仏

説
に
従
え
ば
須
弥
中
心
は
京
都
か
ら
凡
そ
「
百
六
十
〇
万
二
千
六
百
六
十

｛
里
｝
余
」
で
あ
る
が
、
西
説
な
ど
の
方
法
に
よ
れ
ば
北
極
は
京
都
か
ら

凡
そ
「
千
六
百
五
十
里
余
」、
こ
の
よ
う
に
須
弥
中
心
は
北
極
の
千
倍
も

離
れ
て
い
る
か
ら
、「
須
弥
ノ
中
心
ヲ
…
北
極
ト
ヒ
ト
シ
ク
見
ナ
」
す
こ
と

は
決
し
て
で
き
な
い
。

七
行
～
一
一
行　

洋
学
者
の
こ
の
批
判
に
、
介
石
は
、
安
慧
の
「
円

準
之
理
」（
気
に
よ
る
視
線
屈
折
の
仮
説
）
に
対
す
る
介
石
自
身
の
批

判
を
繫
ぐ
。「
須
弥
ノ
中
心
ヲ
…
北
極
ト
ヒ
ト
シ
ク
見
ナ
」
す
と
い
う

こ
と
に
は
、
遠
く
の
須
弥
の
中
心
を
近
づ
け
て
北
極
と
ひ
と
し
く
見
な

す
と
い
う
側
面
と
、
大
き
な
須
弥
中
心
の
天
（
軌
道
）
を
縮
め
て
小
さ

な
北
極
中
心
の
天
（
軌
道
）
と
ひ
と
し
く
見
な
す
と
い
う
側
面
と
が
あ

る
。
安
慧
は
「
円
準
之
理
」
に
基
づ
き
、
気
の
働
き
が
こ
れ
ら
二
側
面

を
可
能
に
す
る
と
言
う
が
、
介
石
は
、
ど
ち
ら
も
気
の
働
き
に
よ
っ
て

説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
批
判
す
る
。

最
初
の
側
面
が
、
七
行
〜
一
一
行
で
批
判
さ
れ
る
。
安
慧
は
、『
新

(10)
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論
』
巻
之
下
六
丁
表
〜
九
丁
裏
に
お
い
て
、
南
洲
を
包
む
空
気
が
レ
ン

ズ
の
よ
う
に
視
線
を
屈
折
さ
せ
、
真
実
に
は
遠
く
に
あ
る
日
体
の
像
を

近
く
に
写
す
（
移
す
）。
し
か
も
、
空
気
は
幾
層
に
も
分
か
れ
屈
折
効

果
が
重
な
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
日
体
の
像
を
近
く
南
洲
の
天
に
見
る

と
、
答
え
て
い
る
。
介
石
は
、
そ
の
安
慧
の
答
え
を
、「
空
氣
カ
十
重

百
重
ニ
カ
サ
ナ
ル
ニ
セ
ヨ
」、
京
都
か
ら
須
弥
中
心
ま
で
は
北
極
ま
で

の
千
倍
も
離
れ
て
い
る
か
ら
、「
須
弥
心
ヲ
北
極
ノ
天
ニ
写
シ
来
ル
事

ハ
」
不
可
能
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

一
一
行
～
一
三
丁
表
一
行　

次
に
介
石
は
、
気
は
、
大
き
な
須
弥
中

心
の
天
を
縮
小
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
日
出
や
日
没
の
太
陽
が
大
き
く

見
え
る
よ
う
に
拡
大
し
て
見
せ
る
。
だ
か
ら
、
気
の
働
き
に
よ
っ
て
、

広
大
な
須
弥
中
心
の
天
を
南
洲
の
天
と
等
し
く
見
な
す
と
説
明
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
南
洲
の
天
の
広
さ
（「
天
度
」）
で
は
到
底
足
る
は
ず
が
な

い
と
言
う
。

「
北
極
見
界
」
と
は
、
北
極
星
を
中
心
と
し
て
廻
り
、
地
に
出
没
す
る

こ
と
の
な
い
星
ぼ
し
の
領
域
を
指
す
。『
天
經
或
問
』「
序
圖
」
に
「
北

極
紫
微
垣
見
界
星
圖
」
が
あ
る
、
そ
れ
が
「
北
極
見
界
」
で
あ
ろ
う
。

介
石
の
「
儀
記
五
丁
図
」
で
は
、
小
さ
な
円
が
囲
む
領
域
で
あ
る
。
介

石
は
、「
ソ
ノ
北
極
見
界
ハ
南
洲
一
洲
ノ
星
」
で
あ
る
、
つ
ま
り
「
北

極
見
界
」
の
星
ぼ
し
は
、
狭
い
南
洲
の
天
に
属
す
る
だ
け
で
、
他
の
三

洲
を
廻
る
こ
と
は
な
い
と
言
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
月
や
二
八
宿
の

星
座
は
四
洲
を
廻
り
、
広
大
な
須
弥
中
心
の
天
（「
儀
記
五
丁
図
」
の

大
き
な
円
）
に
属
し
て
い
る
。

な
お
、
介
石
は
、「
北
極
見
界
ハ
南
洲
一
洲
ノ
星
」
と
す
る
こ
と
で
、

実
象
の
天
を
、
北
極
中
心
天
（
北
極
星
を
中
心
と
し
て
廻
り
、
地
に
出

没
す
る
こ
と
の
な
い
星
ぼ
し
）
と
須
弥
中
心
天
（
日
月
や
二
八
宿
の
星

座
、
五
曜
な
ど
地
に
出
没
す
る
天
体
）
と
に
分
け
、
実
在
世
界
に
二
重

構
造
を
導
き
入
れ
て
い
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
実
在
世
界
の
二
重

構
造
は
、
介
石
天
文
地
理
説
の
後
期
に
特
徴
的
な
考
え
で
あ
る
。『
闇

中
案
』
に
は
、
そ
の
後
期
に
特
徴
的
な
考
え
が
含
ま
れ
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
実
在
世
界
に
二
重
構
造
を
導
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
極

中
心
天
が
二
面
的
に
な
る
。
北
極
中
心
天
は
、
北
極
星
を
中
心
と
し
て

廻
り
、地
に
出
没
す
る
こ
と
の
な
い
星
ぼ
し
か
ら
な
る
も
の
と
し
て
は
、

つ
ま
り
「
北
極
見
界
ハ
南
洲
一
洲
ノ
星
」
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
実

象
、
実
在
世
界
に
属
す
。
し
か
し
、
北
極
は
、
視
象
す
な
わ
ち
見
成
し

に
お
い
て
は
、
日
月
や
二
八
宿
の
星
座
の
廻
り
の
中
心
で
も
あ
る
。
北

極
中
心
天
の
こ
の
二
面
性
も
、
後
期
に
特
徴
的
で
あ
る
。

--------------------

【
一
三
丁
表
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(11)
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Ⅰ
・
天
度
ノ
足
筈
テ
ナ
ヒ
。
四
洲
ニ
亘
ル
廣
大
ノ
須
弥
心
ヲ
以
テ
、　　
　
　
　
　

　
　

朗
氣
カ
イ
カ
ヽ
｛
シ
｝
テ
南
洲
ノ
ミ
ノ
北
極
ノ
天
ノ
處
ニ
狭

　
　

ク
窄

シ
ホ
マ
ラシ
ム
ル
。

　
　
　
　
「
第
二
難　

昇
降
遅
疾
」
ト
云
ヨ
リ
、
十
二
帋
右
至
ル
。

Ⅴ
・
駁
シ
テ
曰
、
コ
ノ
中
六
失
ア
リ
。
一
ニ
ハ
道
理
不
廣
ノ
失
、
二
ニ
ハ
眞
像

　
　

誤
レ
目
失
、
三
ニ
ハ
日
无
二
照
熟
一
失
、
四
ニ
ハ
氣
風
混
同
ノ
失
、

　
　

五
ニ
ハ
不
見
日
出
ノ
失
、
六
ニ
ハ
犯
遣
他
殺
ノ
失
。
先
初
ニ
道
理

　
　

不
廣
ノ
失
ト
ハ
、
地
球
ノ
説
ニ
テ
ハ
圖
ノ
如
ク
日
ノ
出
ノ
日　
　
　
　
　
　
　

　
　

地
心
ヲ
去
ル
事
九
十
度
、
日
中
ノ
日
モ
又
同
シ
。
如
是
日
ノ

Ⅹ
・
出
モ
五
ツ
時
モ
四
ツ
時
モ
日
中
モ
距
レ
地
里
数
相
シ
ケ
レ
ハ
、
一

　
　

時
コ
ト
ニ
三
十
度
ツ
ヽ
替
ヘ
テ
昇
降
リ
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ

　
　

道
理
ヨ
ク
聞
ヘ
タ
レ
ト
モ
、
佛
家
ニ
テ
ハ
日
ノ
出
ノ
天
距
地 

　
　

ノ
里
数
ハ
三
十
六
万
〇
八
百
七
由
旬
ナ
リ
。｛
日
中
の
｝
日
ノ
距
地
ノ
里
数
ハ

《
字
句
注
》

六
行
「
照
熟
」：
火
や
太
陽
の
「
照
用
」（
光
り
照
ら
す
働
き
）、「
熟
用
」

（
生
き
物
や
物
事
を
熟
さ
せ
る
働
き
）。
仏
典
に
「
日
光ハ 

離レ
テ

 
レ
暗ヲ 
照
用

分
明ナ
リ

 

」（『
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
』）、「
地
能ク 

成シ 

二
持
用ヲ 

一
…
、
火
能ク 
成シ 

二
熟
用ヲ一
、…
」（『
倶
舍
論
頌
疏
』）
な
ど
と
あ
る
。　
　
　

八
行
「
圖
」：

次
の
十
三
丁
裏
の
図
。　
　
　
　

一
一
行
「
三
十
度
」：
一
三
丁
裏
の

図
に
従
っ
て
、「
三
十
六
度
」
を
改
め
た
。

［「新論」巻之下五丁表］

［「新論」巻之下五丁裏］

《
解
説
》

一
行
～
三
行　

介
石
は
、洋
学
者
か
ら
の
批
判
を
安
慧
に
投
げ
返
し
、

ま
た
安
慧
の
「
円
準
之
理
」
を
批
判
し
た
上
で
、そ
の
結
論
と
し
て
、「
四

洲
ニ
亘
ル
廣
大
ノ
順
弥
心
ヲ
以
テ
、
朗
氣
カ
イ
カ
ヽ
｛
シ
｝
テ
南
洲
ノ

ミ
ノ
北
極
ノ
天
ノ
處
ニ
狭
ク
窄
シ
ホ
マ
ラシ
ム
ル
」﹇
窄
シ
ホ
マ
ラシ
ム
ル
こ
と
は
で
き
な

い
﹈
と
断
じ
て
い
る
。「
朗
氣
」
は
洋
学
者
の
疑
問
に
応
え
得
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
、「
円
準
之
理
」
へ
の
批
判
で
あ
る
。
し
か
し
、「
朗

(12)
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氣
」
を
取
り
去
れ
ば
、「
四
洲
ニ
亘
ル
廣
大
ノ
須
弥
心
ヲ
以
テ
、
イ
カ
ヽ

｛
シ
｝
テ
南
洲
ノ
ミ
ノ
北
極
ノ
天
ノ
處
ニ
狭
ク
窄
シ
ホ
マ
ラシ
ム
ル
」
と
い
う
問

い
は
、仏
教
天
文
学
の
中
心
的
問
題
と
し
て
残
る
。し
か
も
、敢
え
て「
南

洲
ノ
ミ
ノ
北
極
ノ
天
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
問
題
の
介
石
に
よ
る

定
式
で
あ
る
。
介
石
は
、二
重
化
し
た
「
四
洲
ニ
亘
ル
廣
大
ノ
須
弥
心
」

と
「
北
極
ノ
天
」
と
を
、「
視
實
両
象
ノ
理
」
に
よ
っ
て
繫
な
ご
う
と

し
て
い
る
。
介
石
は
、
こ
の
一
文
で
、
安
慧
を
批
判
し
、
同
時
に
後
期

の
自
ら
の
新
し
い
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。

四
行　

洋
学
者
か
ら
の
第
二
の
論
難
、「
第
二
難　

昇
降
遅
疾
」
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
。
安
慧
は
、『
新
論
』巻
之
下
四
丁
裏
か
ら
六
丁
表
で
、

日
体
昇
降
（
日
出
か
ら
日
没
ま
で
の
太
陽
運
行
）
に
つ
い
て
の
地
球
説

と
須
弥
界
説
の
理
解
を
示
す
図
（「
地
球
説
日
月
升
降
図
」
前
頁
転
載
、

「
須
弥
界
日
体
升
降
之
圖
」
前
頁
転
載
）
を
掲
載
し
て
、
論
難
を
紹
介

し
て
い
る
。

仏
説
に
よ
れ
ば
、
日
月
は
、
半
径
約
二
四
万
四
百
由
旬
の
軌
道
を
地

に
平
行
に
日
々
周
回
し
て
い
る
。「
須
弥
界
日
体
升
降
之
圖
」
に
あ
る

よ
う
に
、
南
洲
日
出
（
明
六ツ 

：
午
前
六
時
ご
ろ
）
の
太
陽
は
、
南
洲
か

ら
三
六
万
余
由
旬
（
中
路
の
周
の
四
分
の
一
）
離
れ
た
東
洲
に
あ
り
、

五ツ 

時
、
四ツ 

時
と
南
洲
に
近
づ
き
、
南
洲
正
午
（
九ツ 

時
）
に
は
南
洲
天

頂
に
来
る
。
こ
の
図
に
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
南
洲
日
没
に
は
、
太
陽

は
西
洲
上
に
至
る
。
し
か
し
、
洋
学
者
は
、
こ
の
説
明
は
観
測
事
実
に

合
わ
な
い
と
批
判
す
る
。
と
い
う
の
も
、
仏
説
を
仮
定
し
て
南
洲
か
ら

太
陽
を
観
測
す
る
と
す
れ
ば
、
特
に
日
出
か
ら
五ツ 

ま
で
、
ま
た
七ツ 

か

ら
日
没
ま
で
は
、
太
陽
は
遥
か
遠
く
を
地
に
平
行
に
運
行
し
て
い
る
か

ら
、
太
陽
の
仰
角
の
変
化
（
昇
降
変
化
）
は
小
さ
く
、
太
陽
は
止
ま
っ

て
見
え
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
の
観
測
で
は
、「
地
球
説
日
月

升
降
図
」
が
示
す
よ
う
に
、
明
け
六ツ 

か
ら
五ツ 

、
五ツか
ら
四ツ 

、
四ツ 

か
ら

正
午
ま
で
の
各
一
時
（
約
二
時
間
）
に
太
陽
は
三
〇
度
ず
つ
昇
り
、
そ

の
後
も
三
〇
度
ず
つ
降
り
て
い
く
。
太
陽
昇
降
の
角
運
動
に
遅
疾
の
変

化
は
見
ら
れ
な
い
と
洋
学
者
は
言
う
。

安
慧
は
、『
新
論
』
下
巻
一
二
丁
表
に
か
け
て
、「
第
二
難
昇
降
遅
疾
」

に
反
論
し
て
い
る
。
南
洲
を
覆
う
気
（
別
風
輪
）
が
、
太
陽
を
見
る
視

線
を
屈
折
さ
せ
、
太
陽
の
像
を
真
の
太
陽
よ
り
も
高
く
浮
か
べ
南
洲
近

く
に
写
す
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
像
を
西
説
が
主
張
す
る
円
軌
道
上

に
見
る
こ
と
に
な
る
と
、「
円
準
之
理
」
に
よ
っ
て
安
慧
は
答
え
る
。

そ
の
様
子
を
、「
南
洲
朝
五
時
日
体
所
在
圖
」（
次
頁
転
載
）、「
南
洲
四

時
日
体
所
在
圖
」（
前
回
注
釈
三
〇
頁
転
載
）
に
描
い
て
い
る
。

五
行
～
七
行　

介
石
は
、
安
慧
の
反
論
に
、
六
個
の
「
失
」
を
指
摘

し
、
安
慧
の
「
円
準
之
理
」
を
批
判
す
る
。

七
行
～
一
二
行　

そ
の
第
一
、「
道
理
不ひ
ろ
が
ら
ず
廣
ノ
失
」
が
、
一
三
丁
表

七
行
か
ら
一
四
丁
表
一
二
行
に
亘
っ
て
指
摘
さ
れ
る
。
ま
ず
こ
こ
七
行

〜
一
二
行
で
、
介
石
は
、
地
球
説
の
方
に
道
理
が
あ
る
と
言
う
。
先
の

(13)
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「
地
球
説
日
月
升
降
図
」
の
左
半
分
の
「
圖
」﹇
八
行
﹈
を
十
三
丁
裏
に

示
し
て
、
地
球
説
は
日
出
も
日
中
正
午
も
太
陽
が
「
地
心
ヲ
去
ル
」
里

数
を
「
九
十
度
」
で
常
に
等
し
い
（「
相と
も
にシ
」）
と
考
え
る
か
ら
、
太
陽

が
一
時
毎
に
三
〇
度
の
一
様
な
昇
降
運
動
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
う
ま

く
説
明
で
き
る
と
言
う
。（「
九
十
度
」
の
理
解
が
難
し
い
が
、
半
径
の

長
さ
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。）

--------------------

【
一
三
丁
裏
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
四
万
由
旬
ナ
リ
。
サ
ス
レ
ハ
日
中
ノ
日
ノ
距
地
ノ
里
数
ト
日
ノ
出　
　
　
　
　
　

　
　

ノ
日
ノ
距
地
ノ
理
数
ト
ハ
九
倍
ホ
ト
ノ

　
　

遠
近
ノ
差
ヒ
ア
レ
ハ
、
汝
カ
イ
ヘ
ル
如
ク

　
　

 

地
上
ノ
朗
氣
ノ
力ち
か

ラ
ノ
ミ
ニ
テ
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅴ
・
出
ノ
日
ト
日
中
ノ
日
ト
同
シ
弦
リ　
　
　
　
　
　
　

　
　

 
合
ヒ
ニ
昇
降
ス
ル
道
理
カ
有
マ
ヒ
。

　
　

モ
シ
汝
タ
ヽ
空
氣
一
ツ
ノ
力
ラ

　
　

ノ
ミ
ニ
テ
日
ノ
出
ノ
日
ト
日
中
ノ
日
ト

　
　

 

同
シ
弦ツ

リ
合
ニ
見
上
ル
多
ク
ハ
、
二
難

Ⅹ
・
ア
リ
。
一
ニ
ハ
遠
鏡
无
用
ノ
難
、
二
ニ
ハ
遠
鏡
相
例
ノ
難
。
先
初
ニ

　
　

遠
鏡
无
用
ノ
難
ト
ハ
、
モ
シ
タ
ヽ
氣
一
ツ
ノ
力
ラ
ニ
テ
三
十
六
万

　
　

余
由
旬
先
ノ
日
ヲ
写
シ
来
テ
、
近
ク
四
万
由
旬
ノ
處
ニ
見
セ

　
　

ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
空
氣
ニ
ハ
遠
キ
ヲ
近
ク
見
ス
ル
用
ア
リ
。
サ
ス
レ
ハ

《
字
句
注
》

九
行
「
多
ク
ハ
」：「
た
く
ば
」
と
読
み
、「
見
上
げ
る
と
言
う
の
で

あ
れ
ば
」
と
理
解
す
る
。

《
解
説
》

［「新論」巻之下一一丁裏］

(14)
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一
三
丁
表
一
二
行
～
裏
六
行　

洋
学
者
が
指
摘
す
る
仏
説
の
困
難

を
、
介
石
は
改
め
て
指
摘
す
る
。
仏
説
で
は
、「
日
ノ
出
ノ
天
距
地
ノ

里
数
」（
日
出
の
太
陽
が
位
置
す
る
「
天
」
か
ら
観
測
者
の
南
洲
の
「
地
」

ま
で
の
「
里
数
」、
横
方
向
に
三
六
万
〇
八
百
七
由
旬
）
と
「
日
中
ノ

日
ノ
距
地
ノ
里
数
」（
正
午
の
太
陽
か
ら
観
測
者
ま
で
の
距
離
、
縦
方

向
に
四
万
由
旬
）
と
は
、
九
倍
の
差
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
横
縦
九

倍
以
上
の
差
が
あ
れ
ば
、
気
の
屈
折
作
用
だ
け
に
よ
っ
て
一
様
な
太
陽

の
昇
降
運
動
が
観
察
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
安
慧
の

説
明
に
は
道
理
が
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。

七
行
～
一
〇
行　

そ
れ
で
も
、
安
慧
が
気
の
作
用
だ
け
に
よ
っ
て
一

様
な
太
陽
の
昇
降
運
動
が
観
察
さ
れ
る
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
安

慧
の
主
張
に
二
つ
の
難
点
を
指
摘
で
き
る
と
介
石
は
言
う
。

一
〇
行
～
一
四
丁
表
二
行　

一
は
「
遠
鏡
无
用
ノ
難
」。
も
し
、
気

の
み
の
働
き
に
よ
っ
て
、
三
六
万
由
旬
先
の
遠
く
に
あ
る
も
の
を
近
く

四
万
由
旬
の
と
こ
ろ
に
写
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
望
遠
鏡
な
ど
は

無
用
で
あ
り
、
遠
視
の
老
人
や
近
眼
の
者
も
喜
ぶ
だ
ろ
う
が
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

　

--------------------

【
一
四
丁
表
】

Ⅰ
・
世
ニ
望
遠
鏡
ナ
ト
ノ
目
鏡
ハ
无
用
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
シ
。
ソ
レ
テ
ハ

　
　

恐
ク
老
人
ヤ
近
眼
ノ
モ
ノ
ト
モ
カ
□

（
喜
カ
）フ
コ
ト
モ
有
フ
。
二
ニ
遠
鏡

　
　

相
例
ノ
難
ト
ハ
、
ソ
レ
望
遠
鏡
ノ
物
ヲ
見
ス
ル
ハ
小
ヲ
シ
テ　
　
　
　
　

　
　

大
ナ
ラ
令
ル
事
能
フ
。
コ
レ
ニ
相
例
ス
レ
ハ
汝
カ
イ　
　
　
　
　
　

Ⅴ
・
ヘ
ル
處
ノ
空
氣
ハ
、
三
十
六
万
由
旬
ホ
ト
ノ
大
造
ナ
リ
。
遠
方
ノ

　
　

日
ヲ
シ
テ
近
ク
四
万
由
旬
ノ
天
ニ
浮
ベ
来
ル
能
ア
ラ
ハ
、

　
　

相
二
例ス
ル

 

之
一
佛
家
ノ
日
月
ハ
二
千
里
ノ
大
サ
ナ
レ
ハ
、
氣
カ
写
ス

　
　

事
ハ
倍シ

テ

 

レ
之
四
千
里
ノ
大
サ
ニ
見
セ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。
爾
ル
ニ
日
月

　
　

ノ
形
ハ
七
八
寸
ホ
ト
ノ
小
物
ニ
見
ル
事
ナ
レ
ハ
、
遠
キ
モ
ノ

Ⅹ
・
ヲ
近
ク
見
ナ
シ
高
キ
ヲ
卑
ク
キ
視
ナ
シ
大
ヲ
小
ニ
視
ナ
ス

(15)
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視
実
ノ
事
ハ
、
タ
ヽ
氣
ノ
所
為
ノ
ミ
ト
シ
テ
ハ
大
ニ
相

　
　

済
サ
ル
所
ナ
リ
ヤ
。　
上
ハ
道
理
不
廣

中
ノ
細
難
ナ
リ　

二
ニ
眞
像
ノ
目
誤
ノ
失
ト
ハ
、

　
　

其
「
像
」
ト
申
ス
文
字
本
ト
「
像
」
ニ
「
カ
タ
チ
」
ト
訓
セ
リ
。　
介
石
先
生

『
実
字
』　

                                                         
《
字
句
注
》

一
行
「
目
鏡
」：「
目
鏡
」
は
、
望
遠
鏡
の
接
眼
レ
ン
ズ
や
眼
鏡
（
の

レ
ン
ズ
）
な
ど
の
こ
と
。　
　
　
　

二
行
「
□
（
喜
カ
）フ
」：
一
字
空
所
に
「
喜
」

を
補
う
。　
　
　

三
行
「
相
例
」：
漢
訳
仏
典
の
中
で
し
ば
し
ば
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、
今
日
の
言
い
方
で
は
、「
比
較
」「
比
例
」「
類
推
」

等
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　

四
行
「
能
フ
」：
底
本
は
「
…
能

ハ
ズ
」
と
否
定
で
あ
る
が
、
論
旨
に
沿
っ
て
肯
定
に
改
め
た
。　
　
　

　

一
二
行
「
眞
像
ノ
目
」：「
目
」
は
「
眼
」
す
な
わ
ち
「
字
眼
」
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
、「
眞
像
」
が
安
慧
の
主
張
の
理
解
を
左
右
す
る
最
も

重
要
な
文
字
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

《
解
説
》

二
行
～
一
二
行　

介
石
が
指
摘
す
る
難
点
の
二
は
、「
遠
鏡
相
例
ノ

難
」
で
あ
る
。
望
遠
鏡
は
、
小
さ
な
も
の
を
大
き
く
見
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
望
遠
鏡
と
「
相
例
」（
比
例
）
さ
せ
て
考
え
れ
ば
、
安

慧
の
言
う
気
は
、
三
十
六
万
由
旬
の
距
離
を
満
た
す
大
造
り
の
も
の
で

あ
り
、
ま
た
遠
方
の
太
陽
を
近
く
四
万
由
旬
の
天
に
写
す
大
き
な
効
果

を
持
つ
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
二
千
里
の
大
き
さ
の
日
月
を
、
倍
の

四
千
里
の
大
き
さ
に
見
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
逆
に
、
わ
れ

わ
れ
は
二
千
里
の
大
き
さ
の
日
月
を
七
八
寸
ほ
ど
に
見
る
。
こ
の
よ
う

に
望
遠
鏡
の
働
き
と
「
相
例
」（
比
例
）
し
て
考
え
る
と
、
気
に
よ
る

視
線
の
屈
折
に
つ
い
て
の
安
慧
の
仮
説
（「
円
準
之
理
」）
は
、
遠
く
の

大
な
る
も
の
を
小
さ
く
見
る
わ
れ
わ
れ
の
実
際
の
観
測
、
見
な
し
の
働

き
（
視
大
小
）
と
矛
盾
す
る
。（
な
お
、
望
遠
鏡
の
像
は
、
実
物
で
は

な
く
肉
眼
に
見
え
る
像
を
拡
大
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
介
石
の
望
遠

鏡
と
の
相
例
は
正
確
で
な
い
。）

さ
ら
に
、
介
石
は
、
日
月
な
ど
の
観
測
に
お
い
て
「
遠
キ
モ
ノ
ヲ
近

ク
見
ナ
シ
高
キ
ヲ
卑
ク
キ
視
ナ
シ
大
ヲ
小
ニ
視
ナ
ス
」
視
遠
近
、
視
高

低
、
視
大
小
な
ど
の
視
實
の
関
係
は
、「
タ
ヽ
氣
ノ
所
為
ノ
ミ
」
と
す

る
の
で
は
な
く
、
介
石
の
「
視
實
両
象
ノ
理
」
に
依
ら
な
け
れ
ば
説
明

で
き
な
い
と
言
う
。
こ
こ
ま
で
が
、
洋
学
者
か
ら
の
「
第
二
難
昇
降
遅

疾
」
へ
の
安
慧
の
反
論
に
つ
い
て
、介
石
が
指
摘
す
る
六
失
の
第
一
「
道

理
不ひ
ろ
が
ら
ず
廣
ノ
失
」
の
説
明
で
あ
る
。

(16)
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--------------------

【
一
四
丁
裏
】

Ⅰ
・
由
テ
「
像
」
ノ
字
ハ
、
眞
物
カ
別
ニ
有
リ
テ
、
ソ
レ
ニ
□

（
似
カ
）セ
テ
、
或
ハ
石
ヲ

　
　

キ
サ
ミ
金
ヲ
鋳
、
或
ハ
木
ヲ
彫
リ
画
キ
テ
、
其
形
ヲ
写
ノ
義
故
、

　
　

木
像
ト
画
像
ト
通
用
説
ユ
ヘ
、
画
ノ
事
ト
思
ヘ
ト
モ
、
実
ハ

　
　

爾
ラ
ス
。
然
ル
ニ
汝
カ
心
ハ
、
鋳
ル
ノ
↓
景カ

タ
チヲ
写
ス
カ
如
ク

Ⅴ
・
空
氣
カ
日
月
ノ
影
ヲ
写
ス
故
、「
像
」
ノ
字
ヲ
以
テ
「
影
」
ノ　
　
　

　
　

意
ニ
用
ヒ
タ
レ
ト
モ
、
コ
レ
ハ
誤
リ
ナ
リ
。
〇
三
ニ
ハ
日
無
二
照
熟
一
失
ト
ハ
、

　
　

ソ
レ
画
像
ト
申
ス
モ
ノ
ハ
実
用
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
喩
ヘ
ハ
鏡
ノ
中
ニ
ハ

　
　

火
ノ
影
ア
リ
水
ノ
影
ア
レ
ト
モ
、
物
ヲ
焼
キ
物
ヲ
濕
ス

　
　

叓
ノ
能
ハ
サ
ル
カ
如
ク
、
汝
カ
眞
日
ト
像
日
ト
二
ニ
分
テ　
　

Ⅹ
・
空
氣
ノ
写
シ
ナ
ル
日
月
ヲ
以
テ
影
法
ノ
□

（
像
カ
）ト
ス
レ
ハ
、
其

　
　

日
体
ニ
ハ
熟
用
モ
ナ
ク
照
用
モ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
。
依
テ
眞
像
ノ

　
　

名
ニ
テ
ハ
義
ニ
於
テ
妨
ケ
ア
レ
ハ
、
介
石
先
生
ノ
説
ノ

　
　

如
ク
視
実
ノ
名
ヲ
用
ヒ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
〇
四
氣
風
混
同　
　
　
　
　
　
　
　

《
字
句
注
》

一
行
「
□
（
似
カ
）セ
テ
」：「
似
せ
て
」
と
読
む
。　
　
　

四
行
「
↓
」：「
↓
」

は
、
空
所
を
「
詰
め
る
」
と
い
う
記
し
で
、
後
に
本
文
に
書
き
加
え
ら

れ
た
可
能
性
が
高
い
。　
　
　
　

一
〇
行
「
影
法
ノ
□
（
像
カ
）」：
空
所
に
「
像
」

を
補
う
。「
影
法
」
も
仏
教
語
で
あ
ろ
う
。「
法
」
は
物
心
の
一
切
万
有

を
意
味
す
る
。
そ
の
内
、「
影
」
と
呼
ば
れ
る
法
（
も
の
）
は
、「
実
体

よ
り
生
じ
て
、
実
性
な
き
も
の
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
（『
補
訂
佛
教
大

辞
典
』）。

(17)
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《
解
説
》

十
四
丁
表
一
二
行
～
裏
六
行　

六
失
の
第
二
「
眞
像
ノ
目
誤
ノ
失
」

が
説
明
さ
れ
る
。
安
慧
は
、
介
石
の
「
視
實
」
に
代
え
て
「
眞
像
」
と

い
う
語
を
使
い
、も
の
の
実
態
を「
眞
象
」、気
に
よ
る
そ
の
像
を「
像
象
」

と
呼
ぶ
。
介
石
は
、そ
の「
眞
像
」が
安
慧
説
の「
目
」（
字
眼
、キ
ー
ワ
ー

ド
）
で
あ
る
が
、「
像
」
の
字
義
理
解
が
誤
っ
て
い
る
と
言
う
。
介
石

に
よ
れ
ば
、「
像
」
は
「
か
た
ち
」
と
訓
み
、「
眞
物
」
の
「
形
ヲ
写う
つ
すノ

義
」
を
持
つ
。
安
慧
は
、「
画
」
の
事
を
言
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、

そ
う
で
は
な
く
「
像
」（
か
た
ち
）
を
「
景カ
タ
チ
」
即
ち
「
影
」
と
理
解
し

て
お
り
、
そ
こ
に
安
慧
の
誤
り
が
あ
る
と
、
介
石
は
言
う
。　

介
石
は
、
漢
学
の
研
鑽
を
積
み
、『
助
字
檃
』『
虚
字
檃
』『
実
字
檃
』

を
著
し
た
と
言
わ
れ
る
（
仁
藤
巨
寛
『
等
象
斎
介
石
上
人
略
伝
』）。『
助

字
檃
』
は
、
吉
川
幸
次
郎
他
編
『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
二
巻
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。『
説
文
解
字
』
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、「
體
ト
用
ト
及
ヒ
和

訓
ト
ノ
三
ヲ
分
テ
」﹇
二
丁
表
﹈、
助
辞
の
字
義
に
つ
い
て
独
自
の
解

釈
・
分
析
を
行
っ
て
い
る
。「
體
」
は
偏
や
旁
の
字
形
と
組
み
合
わ
せ
、

「
用
」
は
「
裁
断
」「
連
体
」
な
ど
の
用
字
法
や
借
用
、
通
用
な
ど
を
指

す
。
た
だ
し
、
こ
こ
『
闇
中
案
』
で
は
、
語
の
指
示
対
象
の
働
き
、
機

能
と
し
て
の
「
用
」
に
た
び
た
び
言
及
し
て
い
る
。
な
お
、
江
戸
後
期

の
豊
後
日
田
郡
の
儒
学
者
・
漢
詩
人
広
瀬
旭
荘
が
『
助
字
檃
』
に
好
意

的
な
序
を
寄
せ
て
い
る
。

六
行
～
一
三
行　

介
石
は
、
第
三
の
「
日
無
二
照
熟
一
失
」
を
指
摘

す
る
。
わ
れ
わ
れ
に
見
え
る
太
陽
が
安
慧
の
「
像
象
」（
影
）
に
過
ぎ

な
い
な
ら
ば
、
熟
用
や
照
用
な
ど
の
実
性
を
欠
く
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
、
わ
れ
わ
れ
が
見
る
太
陽
は
熟
用
や
照
用
を
持
つ
。
よ
っ
て
、
安
慧

は
「
日
無
二
照
熟
一
失
」
に
陥
っ
て
い
る
。「
眞
像
」
に
代
え
て
、
介
石

の
用
語
「
視
実
」
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
、
介
石
は
言
う
。

一
三
行　

一
六
丁
表
一
一
行
に
か
け
て
、
介
石
は
「
氣
ト
風
ト
別
ナ

ル
八
ツ
ノ
証
」
を
挙
げ
、「
第
二
難　

昇
降
遅
疾
」
に
対
す
る
安
慧
の

反
論
に
、
六
失
の
第
四
「
氣
風
混
同
ノ
失
」
が
見
ら
れ
る
と
批
判
し
て

い
く
。

　

--------------------

【
一
五
丁
表
】

Ⅰ
・
失
ト
ハ
、
已
ニ
氣
ト
風
ト
ノ
事
ハ
安
恵
ト
イ
ヘ
ル
人
ニ
与
ヘ
タ
ル

　
　

書
ノ
中
ニ
弁
シ
置
タ
レ
ト
モ
、
世
ニ
ハ
未
タ
見
サ
ル
人
モ
有
ル
ト
見

　
　

ヘ
テ
、
今
コ
ノ
書
ノ
中
ニ
氣
ト
風
ト
ヲ
誤
リ
混
セ
リ
。
由
テ

(18)
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重
テ
其
別
ヲ
弁
セ
ン
。
汝
カ
仇
ニ
ハ
『
氣
海
カ
ン
ラ
ン
』
ニ
ヨ
ル
ニ
、

Ⅴ
・
金
銀
ノ
如
ク
其
質
堅
蜜
ナ
ル
、
コ
レ
氣
ノ
徃
来
ス
ル
ノ

　
　

義
ア
リ
テ
、
氣
ソ
ノ
金
銀
ノ
質
中
ニ
往
来
ス
ル
ト
イ
ヘ
リ
。

　
　

サ
ス
レ
ハ
氣
ハ
ト
キ
ト
シ
テ
□

（
起
カ
）ラ
サ
ル
事
ナ
ク
、
モ
ノ
ト
シ
テ
盈
サ
ル
ソ
ナ
シ
。

　
　

風
返
レ
之
、
時
ト
シ
テ
起
ラ
サ
ル
事
ア
リ
。
金
銀
等
ノ
如
キ
堅
キ

　
　

質
ノ
ト
キ
、
入
ル
ヽ
事
不
能
。
若
シ
氣
ト
風
ト
別
ナ
ク
ハ
、
何

Ⅹ
・
故
氣
カ
恒
ニ
起
リ
、｛
風
｝
時
ト
シ
テ
絶
ル
ヘ
キ
ヤ
。
又
氣
ハ
金
銀
ノ

　
　

如
キ
堅
質
ノ
中
ニ
徃
来
シ
、
風
ハ
戸
ヤ
障
子
ノ
脆
質　
　
　

　
　

ナ
ル
モ
ノ
サ
ヘ
隔
ス
レ
ハ
、
其
内
ニ
入
ル
事
能
ハ
ズ
。
焉
ソ
風
ハ　

　
　

金
銀
ナ
ト
ノ
堅
質
ノ
中
ニ
徃
来
ス
ル
ヲ
得
ン
。
氣
ハ
恒　
　
　
　
　
　

《
字
句
注
》

五
行
「
徃
」・
六
行
「
往
」：「
徃
」
も
「
往
」
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

七
行
「
□
（
起
カ
）ラ
サ
ル
」：
空
所
に
「
起
」
を
補
う
。
八
行
「
返
レ
之
」：「
之

に
反
し
て
」。　
　

一
一
行
「
脆
質
」：
判
読
が
難
し
い
が
、「
堅
」
と

の
対
比
で
「
脆
」
と
し
た
（「
堅け
ん

脆ぜ
い

」
は
、か
た
い
こ
と
と
も
ろ
い
こ
と
）。

《
解
説
》

一
行
～
三
行　

介
石
は
、「
氣
ト
風
ト
ノ
事
」
に
つ
い
て
一
書
を
安

慧
に
「
与
ヘ
タ
」
の
に
読
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
、「
コ
ノ
書
」
は
今
な

お「
氣
ト
風
ト
ヲ
誤
リ
」混
同
し
て
い
る
と
言
う
。
介
石
が
安
慧
に「
与

ヘ
タ
ル
書
」
と
し
て
、『
世
益
新
聞
』
第
二
號
（
明
治
八
年
三
月
）
掲

載
の
佐
田
拾
穂
（
介
石
）
の
論
説
「
西
洋
ノ
説
氣
ト
風
ト
ヲ
混
シ
誤
レ

ル
ヲ
駁
ス
ル
事
」
が
考
え
ら
れ
る
。
他
に
、「
今
世
ノ
洋
学
者
」
た
ち

の
地
球
大
気
（「
雰
圍
」）
説
を
批
判
し
た
『
雰
圍
論
』
も
考
え
ら
れ
る
。

内
容
を
見
る
と
、
後
者
は
地
球
大
気
説
の
系
統
的
批
判
だ
が
、
前
者

は
専
ら
「
氣
ト
風
ト
ノ
」
混
同
を
、「
氣
ト
風
ト
ハ
凡
ソ
十
個
ノ
異
ア
リ
」

と
言
い
つ
つ
指
摘
し
て
い
る
。『
闇
中
案
』
の
現
在
の
箇
所
で
は
、「
氣

ト
風
ト
別
ナ
ル
」「
八
ツ
ノ
証
」
を
挙
げ
て
、「
氣
風
混
同
」
を
指
摘
す

る
。
数
が
違
う
が
、
内
容
も
言
葉
使
い
も
、『
世
益
』
二
號
論
説
と
一

致
し
て
い
る
。

執
筆
・
刊
行
年
を
比
較
す
る
と
、『
世
益
』
二
號
は
明
治
八
年
発
行

(19)
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で
あ
る
。
他
方
、『
雰
圍
論
』
に
は
、
執
筆
・
刊
行
年
が
な
い
。
だ
が
、

文
中
に
「
東
京
ト
他
縣
下
ト
ハ
…
」﹇
一
丁
表
﹈
と
あ
る
か
ら
、
明
治

四
年
廃
藩
置
県
以
後
の
執
筆
で
あ
る
。
さ
ら
に
、弟
子
仁
藤
巨
寛
の『
等

象
斎
介
石
上
人
略
伝
』
は
、
介
石
の
天
文
地
理
書
を
執
筆
・
刊
行
年
順

に
列
挙
し
、
明
治
九
年
の
「
須
弥
地
球
孰
妄
論
」
に
触
れ
た
後
、「
其

後
佛
教
創
世
論
、
視
実
等
象
儀
詳
説
、
雰
圍
論
等
を
著
は
し
て
…
」
と

述
べ
て
い
る
﹇
七
丁
裏
〜
八
丁
表
﹈。『
雰
圍
論
』
は
、
明
治
一
三
年
の

『
視
実
等
象
儀
詳
説
』と
同
時
か
そ
の
後
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。と
こ
ろ
で
、

本
文
三
行
の
「
コ
ノ
書
」
は
、
介
石
が
今
批
判
し
て
い
る
慶
応
三
年
の

『
護
法
新
論
』
で
は
な
く
、
批
判
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
明
治
一
〇
年

の
『
日
本
鎚
質
問
』
で
あ
ろ
う
。
介
石
は
そ
れ
を
見
て
、「
与
ヘ
タ
ル
書
」

を
読
ん
で
い
な
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
介
石
が
安
慧
に
「
与

ヘ
タ
ル
書
」
は
明
治
一
〇
年
の
「
コ
ノ
書
」
よ
り
も
前
で
あ
る
。
執
筆
・

刊
行
の
時
期
か
ら
も
、「
与
ヘ
タ
ル
書
」
は
、『
世
益
』
二
號
論
説
か
そ

の
草
稿
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

三
行
～
一
五
丁
裏
四
行　

ま
ず
、「
氣
ト
風
ト
別
ナ
ル
一
ツ
ノ
証
」

が
示
さ
れ
る
。
即
ち
、
気
は
「
ト
キ
ト
シ
テ
起
ラ
サ
ル
事
ナ
ク
」
恒
に

生
起
し
て
い
る
が
、
風
は
「
時
ト
シ
テ
起
ラ
サ
ル
事
ア
リ
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。『
世
益
』
二
號
論
説
は
、「
六
ニ
ハ
氣
ト
風
ト
ハ
恒
起
断
起

ノ
別
ア
リ
」
と
し
て
い
る
。

「
二
ツ
ノ
証
」
は
、
気
は
堅
質
の
金
銀
を
は
じ
め
物
体
の
内
部
を
含
む

あ
ら
ゆ
る
空
間
を
満
た
す
が
、
風
は
障
子
な
ど
の
柔
ら
か
い
も
の
に

よ
っ
て
も
遮
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。『
世
益
』
二
號
論
説
は
、「
一
ニ
両

質
粗
細
ノ
異
ア
リ
。
風
ノ
質
ハ
粗
ナ
ル
ユ
ヘ
戸
ヤ
障
子
ヲ
以
テ
之
ヲ
防

ク
ト
キ
ハ
ソ
ノ
内
ニ
入
ラ
ス
。
…
物
ト
シ
テ
氣
往
来
セ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。

金
ノ
如
キ
密
質
ノ
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
氣
孔
ア
リ
テ
氣
ハ
ソ
ノ
金
中
ニ
往
来

ス
。
是
レ
氣
ノ
質
ハ
極
細
ナ
ル
ユ
ヘ
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。

介
石
は
、
特
に
「
二
ツ
ノ
証
」
の
た
め
に
、
蘭
学
者
青
地
林
宗
が
蘭

語
自
然
科
学
書
か
ら
訳
述
し
た
『
氣
海
観
瀾
』（
文
政
一
〇
年
刊
）
を

引
い
て
い
る
。
そ
の
「
體
性
」「
氣
孔
」「
氣
性
」
の
節
に
よ
れ
ば
、
物

体
は
そ
れ
以
上
分
析
で
き
な
い
無
数
の
「
極
微
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、

た
と
え
金
銀
の
よ
う
に
緻
密
な
物
体
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
「
極
微
」
は

互
い
に
固
着
し
て
し
ま
わ
ず
、
間
に
は
必
ず
「
氣
孔
」
が
あ
っ
て
、
微

細
で
流
動
質
の
氣
が
そ
れ
ら
の
「
氣
孔
」
に
入
っ
て
い
く
と
言
う
。

と
こ
ろ
で
、『
氣
海
観
瀾
』
を
活
用
す
る
の
は
む
し
ろ
安
慧
の
方
で

あ
る
。
安
慧
は
、
自
ら
の
「
円
準
之
理
」
の
た
め
に
、『
氣
海
観
瀾
』

か
ら
、「
氣
海
」（
宇
宙
空
間
）
と
「
雰
圍
」（
地
球
大
気
）
の
性
状
、

大
気
に
よ
る
光
線
の
屈
折
な
ど
を
参
照
し
て
い
る
。ま
た
、『
氣
海
観
瀾
』

「
風
」
の
節
か
ら
「
氣
之
汎
流
、
此
謂
二
之ヲ 

風ト 

一
。
氣ト 

之
與
レ
風ハ 

、
猶

二
湖
之
與
一
レ
川
。」（
氣
の
汎
流
は
、
こ
こ
に
之
を
風
と
謂
う
。
氣
と
風

と
は
、湖
と
川
と
の
ご
と
し
﹇
二
十
丁
裏
﹈）
を
引
き
、「
風
ハ
即
チ
氣
也
」

と
い
う
円
通
に
賛
同
し
て
い
る
﹇「
新
論
」
巻
之
上
一
五
丁
裏
、
巻
之

(20)
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下
一
〇
丁
裏
﹈。
そ
の
安
慧
に
対
し
て
、
介
石
が
『
氣
海
観
瀾
』
を
わ

ざ
わ
ざ
「
汝
カ
仇
」
す
な
わ
ち
安
慧
の
論
争
相
手
と
し
て
引
い
て
い
る
。

--------------------
【
十
五
丁
裏
】

Ⅰ
・
起
リ
、
風
ハ
時
ト
シ
テ
絶
ユ
。
是
氣
ト
風
ト
別
ナ
ル
一
ツ
ノ
証
ナ
リ
。

　
　

又
氣
ハ
金
銀
等
ノ
堅
質
ノ
中
ニ
往
来
シ
、
風
ハ
戸
ヤ

　
　

障
子
ノ
如
キ
脆
質
サ
ヘ
越
叓
ト
ア
タ
ハ
ス
。
是
レ
氣
ト

　
　

風
ト
別
ナ
ル
二
ツ
ノ
証
ナ
リ
。
又
空
氣
ノ
中
ニ
燈
焔
少
モ
動
ス

Ⅴ
・
直
ス
。
風
中
ニ
ハ
燈
焔
動
揺
シ
テ
直
升
ス
ル
事
能
ハ
ス
。

　
　

コ
レ
氣
静
ニ
シ
テ
風
ハ
騒
シ
ク
、
爾
レ
ハ
氣
ノ
質
ハ
濕
潤
ナ
ル
モ
ノ
、

　
　

風
ノ
体
ハ
乾
燥
ス
ル
モ
ノ
。
是
氣
ト
風
ト
別
ナ
ル
四
ノ
証
ナ
リ
。

　
　

又
氣
ハ
重
ク
、
風
ハ
軽
キ
ナ
リ
。
是
氣
ト
風
ト
別
ナ
ル
五
ノ

　
　

証
ナ
リ
。
氣
ハ
遅
緩
ナ
リ
、
風
ハ
疾
捷
ナ
リ
。
是
氣
ト
風
ト

Ⅹ
・
別
ナ
ル
六
証
ナ
リ
。
又
氣
ハ
直
升
ス
、
風
ハ
横
行
ス
。
由
テ
氣

　
　

ト
風
ト
ハ
横
竪
ノ
別
ア
リ
。
蝓
ハ
横
行
シ
化
龍
ノ
直
升

　
　

ス
ル
如
ク
、
元
来
横
竪
異
ア
リ
。
是
ハ
氣
ト
風
ト
別
ナ
ル

　
　

七
ツ
ノ
証
ナ
リ
。
又
氣
ト
風
ト
ハ
、
文
字
モ
コ
ロ
リ
ト
別
ナ
リ
。

《
字
句
注
》

六
行
「
騒
」、「
濕
潤
」、七
行
「
乾
」、一
二
行
「
元
来
横
竪
異
ア
リ
」：

『
世
益
』
二
號
論
説
に
従
っ
て
改
め
た
。　
　
　

一
一
行
「
蝓
ハ
」：
底

本
の
「
喩
ヘ
ハ
」
を
改
め
た
（「
蝓ゆ

」
は
、
か
た
つ
む
り
、
な
め
く
じ

な
ど
）。　
　
　

一
一
行
「
化
龍
」：
黄
河
中
流
の
荒
波
を
登
り
切
っ
た

魚
は
龍
と
化
し
て
天
に
昇
る
と
い
う
「
三
秦
記
」
の
伝
説
上
の
生
き
物
。

(21)
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《
解
説
》

四
行
～
六
行　
「
三
ツ
ノ
証
」
が
落
ち
て
い
る
。
四
行
「
又
空
氣
ノ

中
ニ
」
か
ら
六
行
「
風
ハ
騒
シ
ク
、
爾
レ
ハ
」
ま
で
が
、「
三
ツ
ノ
証
」

の
説
明
と
思
わ
れ
る
。
原
本
で
は
、「
爾
レ
ハ
」
は
「
是
レ
」
で
あ
っ
て
、

「
是
レ
氣
ト
風
ト
別
ナ
ル
三
ノ
証
ナ
リ
。」と
続
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
世
益
』
二
號
論
説
に
は
、「
四
ニ
ハ
氣
ト
風
ト
ハ
静
騒
ノ
別
ア
リ
。
…
」

と
あ
る
。

六
行
～
一
三
行　
「
氣
ト
風
ト
別
ナ
ル
」「
四
証
」「
五
証
」「
六
証
」「
七

証
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
世
益
』
二
號
論
説
で
は
、「
二
ニ
ハ
氣
ト
風
ト

ハ
乾
燥
濕
潤
ノ
別
ア
リ
」、「
八
ニ
氣
ト
風
ト
ハ
軽
重
ノ
別
ア
リ
」、「
七

ニ
ハ
氣
ト
風
ト
ハ
遅
疾
ノ
別
ア
リ
」、「
三
ニ
ハ
氣
ト
風
ト
ハ
竪
行
横
行

ノ
別
ア
リ
」
と
な
っ
て
い
る
。

一
三
行　

こ
こ
か
ら
一
六
丁
表
一
三
行
ま
で
、介
石
は
、「
氣
」と「
風
」

の
字
形
や
対
象
の
働
き
を
挙
げ
て
、「
氣
」
は
「
熟
食
ヨ
リ
熟
気
ノ
升

ル
」
こ
と
を
意
味
し
、「
風
」
は
「﹇
横
に
﹈
軽
ク
ト
ビ
動
ス
ル
」
こ
と

を
意
味
す
る
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
字
義
が
全
く
異
な
る
こ
と
を
、「
氣

ト
風
ト
別
ナ
ル
八
ツ
ノ
証
」
と
す
る
。『
世
益
』
二
號
論
説
に
は
、「
十

ニ
ハ
氣
ト
風
ト
ハ
文
字
ノ
別
ア
リ
」
と
あ
る
。

な
お
、『
世
益
』二
號
論
説
の「
氣
ト
風
ト
」の「
十
個
ノ
異
」の
内
、「
五

ニ
ハ
氣
ト
風
ト
ハ
有
聲
無
聲
ノ
別
ア
リ
」
と
「
九
ニ
ハ
氣
ト
風
ト
ハ
剛

柔
ノ
別
ア
リ
」
が
、『
闇
中
案
』
に
言
わ
れ
て
い
な
い
。

　

--------------------

【
一
六
丁
表
】

Ⅰ
・「
氣
」
ノ
字
ハ

　
　

升
ル
形
、
米
ハ
食
ナ
リ
。
故
ニ
熟
食
ヨ
リ
熟
気
ノ
升
ル
ヲ

　
　

氣
ト
云
。「
風
」
ノ
字
ハ
収
レ
「
虫
」。「
風
」
ハ
「
帆
」
ノ
字
｛
ノ
｝「
巾
」｛
ヲ
｝
省
キ
、「
虫
」
ハ

　
　

動
ク
義
ヲ
ト
ル
。
虫
ハ
愚
ニ
シ
テ
、
人
ノ
如
ク
知
有
モ
ノ
ニ　
　
　

Ⅴ
・
ア
ラ
ス
。
タ
ヽ
其
動
ク
斗
リ
テ
、
其
虫
ト
云
意
ヲ
ト
レ
リ
。

　
　

帆
ハ
軽
ク
ス
ル
モ
ノ
故
ヘ
、
其
軽
義
ヲ
ト
ル
。
由
テ
軽
ク
ト
ビ
動

　
　

ス
ル
ヲ
「
風
」
ノ
義
ト
ス　
介
石
先
生
『
実
字
』

ノ
中
ニ
悉
ク
記
セ
リ　

是
氣
ト
風
ト
別
ナ
ル
八
ツ
ノ

　
　

証
ナ
リ
。
如
是
氣
風
ハ
水
火
ノ
如
ク
元
来
別
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
、
混

(22)
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下
ス
。
是
誤
リ
ナ
ラ
ス
ヤ
。
普
門
ハ
隨
機
方
便
ノ
為
ニ
正
ク

Ⅹ
・
洋
説
ニ
隨
フ
。
汝
チ
是
ヲ
知
ラ
ス
シ
テ
、
実
ニ
爾
リ
ト
思
ヘ
リ
。

　
　

惑
ヘ
ル
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
。
〇
五
ニ
ハ
不
見
日
出
ノ
失
ト
ハ
、
同
十
一
帋

　
　

十
二
帋
ノ
處
ニ
五
時
ト
四
時
ト
ノ
日
体
處
在
ノ
圖
ヲ
ア
ケ

　
　

タ
リ
。
コ
ノ
圖
ニ
准
ス
レ
ハ
、
日
出
ノ
圖
ハ
今
コ
ヽ
ニ
記
ス
處
ノ
圖
ノ

《
字
句
注
》　

七
行
『
実
字
』：
介
石
の
著
書
『
実
字
檃
』
を
指
す
。　
　
　
　
　

九
行
「

 

」：
合
略
仮
名
「
し
て
」。

《
解
説
》

八
行
～
一
一
行　

普
門
円
通
も
安
慧
も
洋
説
に
随
っ
て「
氣
風
混
同
」

に
陥
っ
て
い
る
と
、
介
石
は
批
判
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
円
通
が
「
風

ハ
即
是
気
ナ
リ
」﹇『
須
弥
山
儀
銘
並
序
和
解
』
巻
之
下
三
丁
表
﹈
と
言

う
の
は
、「
隨
機
方
便
」
と
し
て
相
手
の
洋
説
に
合
わ
せ
て
い
る
だ
け

だ
が
、安
慧
は
円
通
の
真
意
に
気
付
か
ず
、真
実「
風
ハ
即
気
ナ
リ
」﹇『
新

論
』
巻
之
上
十
五
丁
裏
﹈
と
思
っ
て
、
西
説
に
随
っ
て
い
る
と
批
判
し

て
い
る
。

一
一
行
～
一
六
丁
裏
二
行　

安
慧
は
、
洋
学
者
の
「
第
二
難　

昇
降

遅
疾
」
に
対
し
、
気
の
作
用
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
真
の
位
置
よ
り
も

高
く
浮
か
び
上
が
っ
た
太
陽
の
像
を
南
洲
近
く
に
見
る
か
ら
、
太
陽
が

一
様
な
角
速
度
で
昇
降
す
る
の
を
見
る
と
答
え
て
い
た
。
介
石
は
、
安

慧
の
こ
の
反
論
に
、
第
五
の
「
不
見
日
出
ノ
失
」
を
指
摘
す
る
。
も
し

安
慧
が
言
う
通
り
気
が
太
陽
の
像
を
高
く
浮
か
べ
る
な
ら
ば
、
真
の
太

陽
は
常
に
四
万
由
旬
の
高
さ
に
在
る
の
だ
か
ら
、
地
平
か
ら
昇
る
日
出

を
見
る
こ
と
は
な
い
。
安
慧
の
「
南
洲
朝
五
時
日
体
所
在
圖
」﹇
十
四

頁
参
照
﹈な
ど
に
準
ず
れ
ば
、安
慧
の「
南
洲
明
六
時
日
体
所
在
圖
」﹇
次

頁
転
載
﹈
は
一
七
丁
表
の
図
の
よ
う
に
訂
正
す
べ
き
で
、
六ツ 

よ
り
も

幾
ら
か
過
ぎ
た
「
六ツ 

半
時
」
に
、
四
と
五
の
間
に
「
竿
ホ
ト
モ
」
高

い
所
に
、
朝
日
が
忽
然
と
現
れ
る
の
を
見
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
指
摘
し

て
い
る
。

--------------------

【
一
六
丁
裏
】　

　
　

Ⅰ
・
如
ク
ナ
ル
ヘ
シ
。
サ
ス
レ
ハ
日
ノ
出
ノ
日
ヲ
見
ス
。
六
半
時
ニ
忽
然
ト　
　

(23)
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四
五
ニ
竿
ホ
ト
モ
高
キ
地
ヲ
離
レ
テ
升
ル
日
ヲ
見
ル
ヘ
シ
。　
　
　
　
　

　
　

〇
六
ニ
ハ
犯
遣
他
殺
ノ
失
ト
ハ
、
此
中
六
帋
ノ
左
ヨ
リ
「
漁
夫
蛋
民　
　
　
　

　
　

ノ
類
ヒ
此
ノ
意
ヲ
得
サ
レ
ハ
魚
ヲ
得
ス
」
ト
イ
ヘ
ル
、
漁
夫
蛋

Ⅴ
・
民
ノ
類
ニ
漁
猟
ノ
伝
授
ヲ
及
フ
。
是
ハ
自
ラ
殺
サ
ス
ト
モ
他
ヲ

　
　

シ
テ
殺
サ
シ
ム
レ
ハ
、
律
部
ニ
テ
ハ
「
遣
他
殺
ノ
殺
生
罪
」
ト
申
シ
テ
、

　
　

手
ヅ
カ
ラ
殺
ス
モ
同
罪
ナ
リ
。
サ
ス
レ
ハ
是
レ
「
護
法
」
ト
名
ケ

　
　

乍
ラ
猟
師
ノ
師
ナ
レ
ハ
、
是
破
法
ナ
ラ
ス
ヤ
。

　
　

△
「
第
三
難　

日
月
横
旋
」
ト
云
ヨ
リ
、
十
六
帋
ノ
左
ノ
初
行
至
ル
。

Ⅹ
・
〇
駁
シ
テ
曰
、
コ
ノ
弁
爾
ラ
ス
。
富
士
高
シ
ト
云
ヘ
ト
モ
、
其
經
一
里
ナ
レ
ハ
、

　
　

 

万
里
ノ
大
洋
ニ
比
フ
レ
ハ
、
万
分
ノ
一
ナ
リ
。
由
テ
其
高
下
ノ

　
　

差
ヒ
ヲ
測
ル
ニ
、
卯
ノ
毛
ホ
ト
モ
違
ヒ
ナ
ク
、
サ
ス
レ
ハ
富
士
ノ
峯

　
　

ニ
テ
日
ノ
出
ヲ
見
ル
モ
、
又
大
洋
ニ
テ
日
ノ
出
ヲ
見
ル
モ
、
何　
　
　
　
　

［「新論」巻之下一一丁表］

《
字
句
注
》

一
行
「
六
半
時
」：「
六
ツ
半
」
は
、「
六
ツ
」
と
「
五
ツ
」
の
中
刻
で
、

春
分
で
あ
れ
ば
６
時
過
ぎ
。　
　
　

三
行
「
蛋
民
」：
海
辺
や
川
岸
に

住
む
人
々
。

《
解
説
》

三
行
～
八
行　

安
慧
は
、『
新
論
』
巻
之
下
六
丁
裏
・
七
丁
表
で
、

水
面
に
よ
る
光
線
の
屈
折
（
安
慧
に
と
っ
て
は
視
線
の
屈
折
）
を
説
明

し
な
が
ら
、
水
面
下
の
魚
は
本
当
の
位
置
よ
り
浮
き
上
が
っ
て
見
え
る

と
、
漁
師
に
教
え
て
い
る
。
介
石
は
、
そ
れ
を
、「
犯
レ
遣
二
他
殺
一
ノ
失
」

（
他
を
し
て
﹇
魚
を
﹈
殺
せ
し
む
を
犯
す
の
失
）
だ
と
非
難
し
て
い
る
。

仏
教
は
、
他
の
者
を
唆
し
て
殺
生
さ
せ
る
こ
と
も
自
ら
の
行
為
で
あ
る

と
戒
め
る
が
、
介
石
の
非
難
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
。

九
行　

洋
学
者
か
ら
の
「
第
三
難　

日
月
横
旋
」
は
、『
新
論
』
巻

之
下
一
二
丁
表
裏
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
仏
説
は
日
月
が
平
ら
な
地
に

平
行
に
「
横
旋
」
す
る
と
説
く
が
、
そ
れ
で
は
日
月
が
「
地
平
ヨ
リ
出

(24)
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没
ス
ル
」
姿
を
説
明
で
き
な
い
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
批
判
さ
れ
て
い

る
の
は
、
平
天
平
地
説
が
含
む
基
本
的
な
困
難
で
あ
る
。
こ
の
困
難
を

解
決
す
る
た
め
に
、介
石
は「
視
實
両
象
ノ
理
」を
工
夫
し
、安
慧
は「
円

準
之
理
」
の
仮
説
を
立
て
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
既
に
底
本
一
六

丁
表
一
二
行
以
降
で
介
石
が
「
五
ニ
ハ
不
見
日
出
ノ
失
」
と
し
て
指
摘

し
て
い
た
よ
う
に
、
安
慧
の
「
円
準
之
理
」
は
、
地
平
線
下
に
あ
る
太

陽
が
地
平
線
上
に
浮
き
上
が
っ
て
見
え
る
こ
と
を
説
明
で
き
て
も
、
地

平
線
よ
り
高
い
太
陽
を
地
平
線
下
に
沈
ま
せ
、「
地
平
ヨ
リ
出
没
ス
ル
」

よ
う
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
「
第
三
難　

日
月
横
旋
」
に
対
し
て
、
安
恵
は
、
富
士
山
頂
か

ら
日
出
を
見
た
人
々
の
報
告
を
自
説
の
証
拠
と
し
て
挙
げ
る
﹇
十
三
丁

表
裏
﹈。そ
れ
は
、太
陽
は
予
測
し
て
い
た
日
出
の
時
刻
よ
り
も
遅
れ
て
、

い
く
ら
か
高
い
空
に
突
然
現
れ
た
が
、下
界
で
は
辰
の
刻
（
午
前
八
時
）

の
太
陽
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
安
慧
は
、
結
局
、

観
測
事
実
と
し
て
日
月
は
「
地
平
ヨ
リ
出
没
ス
ル
」
様
に
見
え
な
い
と

言
っ
て
い
る
。

一
〇
行
～
一
七
丁
表
七
行　

介
石
は
、
富
士
山
上
か
ら
の
報
告
に
対

し
、「
大
洋
」
で
は
日
月
が
「
地
下
﹇
海
面
下
﹈
ヨ
リ
湧
出
シ
地
下
ニ

向
フ
テ
入
ル
姿
タ
、
コ
ト
ニ
分
明
ナ
リ
」
と
、
海
上
か
ら
の
観
察
報
告

を
挙
げ
て
反
論
す
る
。
な
お
、
熊
本
の
港
に
住
寺
を
持
つ
介
石
は
、
阿

蘇
に
住
寺
を
持
つ
安
慧
を
指
し
て
、「
コ
ノ
味
ヒ
ハ
山
中
ノ
人
ハ
知
ラ

ス
」
と
言
っ
て
い
る
。

--------------------

【
一
七
丁
表
】

Ⅰ
・
ノ
違
ヒ
カ
是
ア
ラ
ン
。
爾
ル
ニ
大
洋
上
ニ
テ
日
ノ
出
ヲ
見
ル
ニ
、
半

　
　

輪
イ
テ
ヽ
半
輪
地
下
ニ
カ
ク
ル
ヽ
ヲ
見
ル
。
又

　
　

日
ノ
入
ニ
ハ
半
輪
没
シ
テ
半
輪
イ
テ
ヽ
半
輪

　
　

地
下
ニ
カ
ク
ル
ヽ
ヲ
見
ル
、
又
大
洋
ニ
如
ク
ハ
ナ
シ
。

Ⅴ
・
天
末
ハ
水
天
合
一
ス
レ
ハ
、
地
下
ヨ
リ
湧
出
シ
地

　
　

下
ニ
向
フ
テ
入
ル
姿
タ
、
コ
ト
ニ
分
明
ナ
リ
。
コ
ノ

　
　

味
ヒ
ハ
山
中
ノ
人
ハ
知
ラ
ス
。

　
　
「
第
四
難　

曜
乗
風
輪
」
ト
云
ヨ
リ
十
七
帋      　
　
　

(25)
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左
五
行
ニ
至
ル
。

Ⅹ
・
駁
シ
テ
曰
、
コ
ノ
下
評
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
。

　
　
「
第
五
難　

出
没
方
位
」
ト
云
ヨ
リ
、
二
十
二
帋

　
　

左
六
行
ニ
至
ル
。

　
　

駁
シ
テ
曰
、
ソ
レ
一
班
ヲ
ミ
テ
全
豹
ヲ
知
ル
。
予
初
一
帋

《
解
説
》

八
行
・
九
行　
「
第
四
難　

曜
乗
風
輪
」
は
、『
新
論
』
巻
之
下
一
六

丁
裏
に
あ
る
。「
曜
」
と
は
日
月
衆
星
、
こ
こ
で
は
特
に
日
月
の
こ
と

で
あ
る
。「
惣
風
輪
ニ
乗
シ
テ
旋
ル
」
日
月
を
「
別
風
輪
」
の
内
か
ら

観
測
す
る
と
す
れ
ば
、「
氣
ハ
浮
軽
…
揺
動
」
す
る
か
ら
、
日
月
の
像

も
揺
動
し
、日
食
月
食
の
定
則
を
得
る
こ
と
は
困
難
と
な
ろ
う
と
い
う
、

洋
学
者
か
ら
の
論
難
で
あ
る
。

安
慧
は
、
日
月
が
「
惣
風
輪
ニ
乗
シ
テ
旋
ル
」
と
い
う
点
に
関
し
て

は
答
え
て
い
な
い
。「
別
風
輪
」
と
の
関
連
で
の
み
、「
別
風
輪
」
は
西

説
の
地
球
大
気
と
同
じ
も
の
だ
か
ら
、「
別
風
輪
」
の
内
か
ら
観
測
し

て
も
、
日
月
の
運
行
に
定
則
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
反
論
し
て

い
る
﹇
一
六
丁
裏
〜
一
七
丁
裏
﹈。

一
〇
行　

介
石
は
「
評
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
」
と
言
う
だ
け
で
あ
る
。

一
一
行
・
一
二
行　

洋
学
者
か
ら
の
「
第
五
難　

出
没
方
位
」
は
、

『
新
論
』巻
之
下
一
七
丁
裏
・
一
八
丁
表
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
仏
説
は
、

南
洲
日
の
出
の
太
陽
は
、
南
洲
か
ら
遥
か
東
北
に
位
置
す
る
東
洲
の
上

に
あ
り
、
日
没
の
太
陽
は
、
南
洲
か
ら
西
北
に
位
置
す
る
西
洲
の
上
に

あ
る
と
説
く
。
だ
が
、
実
際
の
観
測
で
は
、
日
出
の
太
陽
、
と
り
わ
け

冬
至
の
日
出
の
太
陽
は
辰
の
方
角
（
ほ
ぼ
東
南
東
）
に
、
日
没
の
太
陽

は
申
の
方
角
（
ほ
ぼ
西
南
西
）
に
あ
る
。
仏
説
は
実
測
と
食
い
違
っ
て

い
る
と
い
う
論
難
で
あ
る
。

安
慧
は
、「
日
体
ノ
所
在
」と「
風
輪
ノ
所
由
」の
二
点
で
答
え
る﹇『
新

論
』
巻
之
下
一
八
丁
表
〜
二
二
丁
裏
﹈。
前
者
に
つ
い
て
、「
日
月
行
品
」

が「
日
す
で
に
東
弗
婆
提
の
中
央
を
過
ぎ
れ
ば
…
」と
言
い
、中
央
に「
在

れ
ば
」
と
言
っ
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
、
南
洲
日
出
の
太
陽
の
位
置

は
、
一
年
を
通
じ
て
東
洲
の
中
央
を
挟
ん
で
南
北
一
八
度
の
間
を
変
動

し
、
そ
れ
が
日
出
の
太
陽
の
方
角
の
季
節
変
化
の
元
で
あ
る
と
主
張
す

る
。日
没
の
太
陽
も
西
洲
の
中
央
を
挟
ん
で
同
様
に
変
化
す
る
と
言
う
。

次
に
、
安
慧
は
、「﹇
別
﹈
風
輪
ノ
所
由
」、
そ
の
視
線
屈
折
作
用
を

指
摘
す
る
。「
第
二
難
」「
第
三
難
」
を
め
ぐ
っ
て
は
天
地
の
縦
方
向
の

視
線
屈
折
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
「
第
五
難
」
で
は
南
北
の
横
方
向
の
屈

(26)
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折
で
あ
る
。
別
風
輪
に
よ
る
南
北
方
向
の
視
線
屈
折
に
よ
っ
て
、
北
東

方
向
に
あ
る
日
出
の
太
陽
も
北
西
方
向
に
あ
る
日
没
の
太
陽
も
、
よ
り

南
へ
と
移
っ
て
見
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
別
風
輪
は
季
節
と
と
も

に
遊
動
し
、「
夏
至
…
ニ
ハ
空
氣
南
ニ
倚
ル
﹇
須
弥
か
ら
離
れ
る
﹈
…
、

冬
至
…
ハ
、
空
氣
北
ニ
倚
ル
﹇
須
弥
に
近
づ
く
﹈
故
」、
夏
至
の
時
の

屈
折
角
よ
り
も
冬
至
の
時
の
屈
折
角
が
は
る
か
に
大
き
く
な
り
、
冬
至

の
日
出
・
日
没
の
太
陽
は
さ
ら
に
南
に
偏
る
と
い
う
（「
南
洲
夏
至
出

没
方
位
圖
」﹇
巻
之
下
二
一
丁
表
﹈
参
照
。
二
九
頁
転
載
）。
安
慧
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て
仏
説
と
実
測
と
の
食
い
違
い
を
解
消
し
よ
う
と
す

る
。一

三
行　

し
か
し
、
介
石
は
、
二
〇
丁
裏
一
一
行
に
か
け
て
、
環
中

や
介
石
ら
の
四
洲
同
四
時
説
と
円
通
や
信
曉
ら
の
四
洲
異
四
時
説
と
の

論
争
と
い
う
視
点
か
ら
、
太
陽
が
観
察
さ
れ
る
方
位
の
季
節
変
化
に
つ

い
て
の
安
慧
の
説
明
も
、
結
局
異
四
時
説
に
与
す
る
も
の
だ
と
批
判
し

て
い
る
。
介
石
の
批
判
は
、
明
治
一
四
年
八
月
刊
の
介
石
著
『
日
月
行

品
台
麓
考
』（『
台
麓
考
』
と
略
）
と
内
容
が
重
な
っ
て
い
る
。

--------------------

【
一
七
丁
裏
】

　
　

乙
圖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
圖

(27)
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《
解
説
》

甲
圖　

四
洲
異
四
時
の
考
え
を
描
い
た
甲
圖
と
、
同
四
時
説
の
根
拠

と
な
る
乙
圖
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。『
立
世
論
』「
日
月
行
品
」
は
、
須

弥
山
を
中
心
に
四
大
洲
を
廻
る
日
月
の
軌
道
を
定
め
る
た
め
に
、
内
、

中
、
外
の
三
路
を
立
て
る
。
内
路
の
直
径
は
四
十
八
万
八
百
由
旬
、
内

路
か
ら
外
路
ま
で
は
二
百
九
十
由
旬
、
内
路
か
ら
中
路
ま
で
、
ま
た
中

路
か
ら
外
路
ま
で
は
百
四
十
五
由
旬
で
あ
る
。
甲
圖
に
は
、
須
弥
山
を

廻
る
三
路
の
南
半
分
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
日
月
行
品
」
は
、太
陽
の
（
恐
ら
く
）
一
日
の
運
行
と
関
係
づ
け
て
、

四
大
洲
そ
れ
ぞ
れ
の
昼
夜
の
時
間
の
長
さ
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
。

も
し
太
陽
が
東
弗
婆
提
で
内
路
を
運
行
す
る
な
ら
西
瞿
耶
尼
で
外

路
を
運
行
し
、
南
剡
浮
提
と
北
鬱
単
越
で
中
路
を
運
行
す
る
。
こ
の

時
、
東
弗
婆
提
で
は
昼
が
最
長
す
な
わ
ち
十
八
牟
休
多
、
夜
が
最
短

す
な
わ
ち
十
二
牟
休
多
と
な
る
。
西
瞿
耶
尼
で
は
夜
が
最
長
す
な
わ

ち
十
八
牟
休
多
、
昼
が
最
短
す
な
わ
ち
十
二
牟
休
多
と
な
る
。
剡
浮

提
と
北
鬱
単
越
で
は
昼
夜
が
等
し
く
な
り
、
と
も
に
十
五
牟
休
多
で

あ
る
。﹇
訳
は
、林
隆
夫「
立
世
阿
比
毘
曇
論
日
月
行
品
訳
注
」に
従
っ

た
﹈

「
牟
休
多
」(M

uhūrta)

は
一
昼
夜
を
三
十
等
分
し
た
印
度
の
時
間
単

位
で
あ
る
。
右
引
用
で
は
、
太
陽
は
東
洲
の
北
寄
り
の
内
路
を
行
き
、

昼
が
最
長
で
夜
が
最
短
だ
か
ら
、
東
洲
は
夏
至
で
あ
ろ
う
。
東
洲
夏
至

の
こ
の
日
、
太
陽
は
西
洲
の
南
寄
り
の
外
路
を
行
き
、
昼
が
最
短
で
夜

が
最
長
だ
か
ら
、
西
洲
は
冬
至
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
太
陽
は
南
洲
と
北

洲
の
中
路
を
行
き
、
昼
夜
が
等
し
い
か
ら
、
南
洲
は
春
分
、
北
洲
は
秋

分
と
思
わ
れ
る
。
太
陽
の
一
日
の
周
回
に
お
い
て
、
各
四
洲
に
夏
春
冬

秋
の
異
な
る
季
節
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
日
月
行
品
」
は
四
洲
異

四
時
説
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

甲
圖
は
、
太
陽
が
四
洲
異
四
時
説
に
沿
っ
て
周
回
す
る
と
し
た
と
き

の
、
南
洲
春
分
に
お
け
る
日
出
・
日
入
・
正
午
の
太
陽
の
位
置
を
○
で

示
し
て
い
る
。
南
洲
春
分
日
出
の
太
陽
は
、
遥
か
東
洲
の
天
に
あ
り
、

東
洲
夏
至
だ
か
ら
内
路
に
あ
る
。
日
入
の
太
陽
は
西
洲
上
の
外
路
（
冬

至
の
位
置
）
に
あ
る
。
正
午
の
太
陽
は
南
洲
上
の
中
路
に
あ
る
。
こ
れ

ら
の
○
を
結
ん
で
引
か
れ
た
曲
線
が
、
南
洲
春
分
に
お
け
る
太
陽
の
軌

道
で
あ
る
。
太
陽
は
、
一
日
の
間
に
、
東
洲
内
路
、
南
洲
中
路
、
西
洲

外
路
、
北
洲
中
路
と
、
三
路
を
渡
り
行
く
。
図
の
中
央
に
軸
を
引
い
た

時
、
太
陽
の
軌
道
は
左
右
対
称
で
は
な
い
。

『
台
麓
考
』
七
丁
裏
に
、
甲
圖
と
ほ
ぼ
同
じ
「
異
四
時
南
洲
春
分
日
出

日
没
ノ
圖
」が
あ
る
。底
本
の
甲
圖
は
、『
台
麓
考
』の
図
と
少
し
異
な
り
、

(28)
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東
洲
上
で
太
陽
軌
道
が
内
路
と
中
路
と
の
間
に
引
か
れ
て
い
る
が
、『
台

麓
考
』
に
従
っ
て
修
正
し
た
。

乙
圖　

乙
圖
は
、
京
都
で
二
至
二
分
に
実
測
さ
れ
る
太
陽
出
没
の
方

角
を
描
い
て
い
る
。
乙
圖
と
同
じ
図
（「
西
京
ニ
テ
二
至
二
分
ノ
日
ノ

出
没
ヲ
見
ル
圖
」）
が
、『
台
麓
考
』
一
二
丁
表
に
あ
る
。
夏
至
に
は
、

東
山
の
北
・
比
叡
山
に
日
出
を
見
、
西
山
の
北
・
愛
宕
山
に
日
没
を
見

る
。
冬
至
に
は
、
東
山
の
南
・
稲
荷
山
に
日
出
を
見
、
西
山
の
南
・
粟

生
山
に
日
没
を
見
る
。
春
秋
二
分
に
は
、
清
水
山
に
日
出
を
、
嵐
山
に

日
没
を
見
る
。
北
に
出
る
太
陽
は
北
に
没
し
、
南
に
出
る
太
陽
は
南
に

沈
む
。
実
測
は
、
太
陽
は
一
日
の
周
回
で
三
路
を
渡
り
行
く
こ
と
は
な

く
、
夏
至
に
は
内
路
を
、
冬
至
に
は
外
路
を
、
二
分
に
は
中
路
を
行
く

と
言
う
同
四
時
説
を
支
持
す
る
。
乙
圖
の
太
陽
の
軌
道
は
、
中
央
の
縦

線
に
関
し
て
左
右
対
称
で
あ
る
。

--------------------

【
一
八
丁
表
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
ヲ
見
テ
全
部
護
法
ナ
ラ
サ
ル
叓
ヲ
知
ル
。
是
ニ
来
テ
果
シ
テ　

　
　

其
徴
ア
ラ
ハ
レ
タ
リ
。
其
故
云
何
ト
云
ニ
、
二
十
帋
已
下
ニ
出

　
　

没
方
位
ノ
三
ケ
ノ
圖
ヲ
出
ス
モ
ノ
、
是
古
来
誤
レ
ル
四
□

（
洲
か
）異

　
　

四
時
ノ
説
ナ
リ
。
表
ニ
異
四
時
ノ
言
ヲ
カ
ク
シ
テ
、
圖
ヲ
以
テ

Ⅴ
・
異
四
時
ヲ
顕
ス
。
佛
家
ノ
害
是
ヨ
リ
甚
タ
シ
キ
ハ
ナ
シ
。
以
テ

　
　

責
ス
ン
ハ
有
ヘ
カ
ラ
ス
。
予
曾
テ
介
石
先
生
ヨ
リ
承
ル
ニ
、　　
　
　

　
　

異
四
時
ノ
説
ニ
ハ
先
生
説
ル
處
三
十
ヶ
ノ
難
ア
リ
。
今
其　
　
　
　
　
　

　
　

三
十
ヶ
ノ
難
ヲ
挙
テ
其
誤
リ
ヲ
タ
ヽ
サ
ン
。
先
一
ニ
ハ
、
三
路
无

　
　

差
ノ
難
。
是
ハ
汝
カ
如
ク
須
弥
ノ
四
洲
四
時
各
々
ナ
リ
ト　
　
　
　
　
　

Ⅹ
・
云
ハ
ヽ
、
内
路
ト
外
路
ト
中
路
ト
ノ
サ
別
カ
立
マ
ヒ
。
何
ト
ナ
レ
ハ
、

　
　

且
ク
南
洲
春
分
如
キ
、
日
ノ
出
ニ
ハ
日
体
内
路
ニ
ア
リ
、
日
中
ニ
ハ

　
　

日
面
ホ
ト
外
ヘ
張
リ
出
シ
テ
中
路
ニ
出
ル
ト
視
ナ
シ
、
日
ノ
入
ニ
ハ

［「新論」巻之下・二一丁表］
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外
路
ニ
有
日
カ
百
四
十
由
旬
ホ
ト
内
ニ
引
込
テ
中
路
ニ
入
ト
見　
　
　

《
字
句
注
》

三
行「
四
□
（
洲
か
）異
四
時
」：
空
所
に「
洲
」を
補
う
。　
　
　

一
一
行「
南

洲
春
分
」：
こ
こ
は
「
四
洲
四
時
各
々
ナ
リ
」﹇
九
・
一
〇
行
﹈
と
い
う

異
四
時
の
解
説
な
の
で
、
甲
図
と
の
対
応
も
考
え
、「
四
洲
春
分
」
を

「
南
洲
春
分
」
に
訂
正
し
た
。　
　
　

一
一
行
「
日
中
」：
同
じ
く
甲
図

と
の
関
係
を
考
慮
し
、「
日
入
」
を
「
日
中
」
に
訂
正
。　
　

《
解
説
》

二
行
～
六
行　
「
南
洲
夏
至
出
没
方
位
圖
」（
前
頁
転
載
）等
の「
三
ヶ

ノ
図
」
を
見
れ
ば
、
安
慧
が
異
四
時
説
に
立
つ
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
、

介
石
は
言
う
。
実
際
、「
南
洲
夏
至
出
没
方
位
圖
」
は
、
南
洲
夏
至
の

時
北
洲
冬
至
と
し
、「
南
洲
冬
至
出
没
方
位
圖
」（
略
）
は
、
南
洲
冬
至

の
時
北
洲
夏
至
と
し
て
お
り
、
異
四
時
説
に
立
つ
と
判
断
さ
れ
る
。

だ
が
、
さ
ら
に
ど
の
図
も
、「
風
輪
ノ
所
由
」
に
よ
る
視
線
屈
折
の

た
め
に
、
日
出
と
日
没
の
太
陽
の
見
え
る
方
向
は
中
央
の
軸
に
関
し
て

対
称
で
あ
る
。
北
に
出
る
太
陽
は
北
に
没
し
、
南
に
出
る
太
陽
は
南
に

沈
ん
で
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
「
見
な
し
」
に
お
い
て
は
、
安
慧
の
「
南

洲
出
没
方
位
圖
」
は
同
四
時
説
で
あ
る
。

五
行
～
八
行　

介
石
は
、
安
慧
は
基
本
的
に
は
異
四
時
説
に
立
つ
と

し
て
、「
見
な
し
」
と
し
て
の
同
四
時
と
い
う
考
え
も
含
め
、
異
四
時

説
に
「
三
十
ヶ
ノ
難
」
が
あ
る
と
言
う
。
だ
が
、
以
下
に
は
「
三
路
无

差
ノ
難
」「
四
時
同
来
ノ
難
」「
乖
二
同
時
経
一
難
」「
交
食
不
成
ノ
難
」

の
四
難
だ
け
が
述
べ
ら
れ
る
。

八
行
～
一
八
丁
裏
二
行　
「
三
路
无
差
ノ
難
」
は
、『
台
麓
考
』
に
は
、

「
日
路
内
外
混ス
ル

 

ノ
難
」﹇
上
、
九
丁
裏
・
一
〇
丁
表
﹈
と
あ
る
。
な
る

ほ
ど
、
異
四
時
説
も
、
南
洲
春
分
の
日
出
の
太
陽
は
内
路
に
あ
り
、
日

中
は
中
路
に
、
日
没
に
は
外
路
に
あ
る
と
、
三
路
を
区
別
す
る
。
と
こ

ろ
が
、
実
測
す
る
と
、
日
出
に
内
路
に
あ
る
太
陽
も
中
路
に
見
え
、「
日

ノ
入
ニ
ハ
外
路
ニ
有
日
カ
百
四
十
由
旬
ホ
ト
内
ニ
引
込
テ
中
路
ニ
入
ト

見
ナ
」
す
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
結
局
、
一
日
の
周
回
に
お
け
る
三

路
の
区
別
は
、
無
き
も
同
じ
で
あ
る
。
安
慧
は
、「
風
輪
ノ
所
由
」
を

言
い
、
視
線
屈
折
に
よ
る
わ
れ
わ
れ
の
「
見
な
し
」
を
言
う
が
、
現
量

実
測
に
押
さ
れ
て
三
路
の
区
別
を
解
消
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
介
石

は
、
そ
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

--------------------

【
一
八
丁
裏
】
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Ⅰ
・
ナ
セ
ハ
、
外
路
モ
内
路
モ
一
ツ
ノ
中
路
ト
ミ
ナ
セ
ハ
、
三
路
ノ
別
ハ
何
處
ソ

　
　

立
ツ
ヤ
。　

〇
是
處
上
ノ
圖

ヲ
入
ナ
リ　

加
之
現
見
ス
ル
處
ロ
、
乙
圖
ノ
如
ク
京
帀
ニ
テ

　
　

冬
至
夏
至
春
秋
二
分
ノ
日
ノ
出
入
ヲ
見
ル
ニ
、
冬
至
ノ
日
ハ

　
　

稲
荷
山
ニ
イ
テ
ヽ
粟
｛
生
｝
山
ノ
上
ニ
入
。
夏
至
ノ
日
ハ
叡
山
ニ
イ
テ
ヽ

Ⅴ
・
愛
宕
山
ニ
入
。
春
秋
二
分
ノ
日
ハ
清
水
山
ノ
上
ニ
出
テ
嵐

　
　

山
ノ
上
ニ
入
。
如
此
｛
外
｝
内
正
ク
シ
テ
乱
レ
サ
レ
ハ
、
此
地
上
ニ
見
ル
カ
如
シ
。

　
　

天
ニ
カ
ヽ
レ
ル
三
路
モ
又
、
内
ニ
出
ル
日
ハ
内
ニ
入
、
外
ニ
出
ル
日
ハ

　
　

外
ニ
イ
ル
ヘ
シ
。　
須
弥
ニ
近
キ
方
ヲ
内
ト
シ
三

路
ノ
筯
遠
キ
方
ヲ
外
ト
ス　

正
ク
シ
テ
外
ニ
出
ル
日
ハ
外
ニ

　
　

入
ル
ヘ
シ
。
何
ソ
異
四
時
ノ
説
ノ
如
ク
、
出
ル
ト
キ
ハ
内
ヨ
リ
イ
テ
ヽ

Ⅹ
・
入
ル
ト
キ
ハ
外
ニ
入
テ
、
一
日
ノ
日
ノ
出
入
カ
外
内
二
路
ニ
相
跨
ニ

　
　

ヤ
。
由
テ
四
洲
ノ
四
時
ハ
本
ヨ
リ
同
時
ナ
ル
事
論
ナ
シ
。
〇
二
ニ
ハ

　
　

四
時
同
来
ノ
難
。
コ
レ
ハ
モ
シ
異
四
時
ト
ス
レ
ハ
、
春
夏
秋
冬

　
　

ノ
四
時
一
日
ノ
間
ニ
同
ク
来
ル
ナ
ラ
ン
。
何
故
ソ
ナ
レ
ハ
、
且
ク
南　

《
字
句
注
》

四
行
「
粟
｛
生
｝
山
」：
粟
生
山
は
、
京
都
西
山
の
南
に
あ
る
。　

八
行
割
注
「
筯
」：
箸
。「
端
」
の
当
て
字
か
。

《
解
説
》

二
行
～
一
一
行　

介
石
は
、「
三
路
无
差
ノ
難
」
を
続
け
る
。
甲
圖

が
「
日
月
行
品
」
に
基
づ
き
、
三
路
を
区
別
し
な
が
ら
も
太
陽
は
三
路

を
跨
ぎ
行
く
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
乙
圖
は
、
専
ら
現
見
（
現
量
実

測
）
に
基
づ
き
、
太
陽
の
運
行
と
し
て
も
三
路
を
明
確
に
区
別
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
実
測
に
お
い
て
三
路
の
区
別
が
明
確
で
あ
る
以
上
、

実
際
の
天
（
太
陽
軌
道
）
も
、三
路
が
区
別
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、

従
っ
て
同
四
時
説
が
正
し
い
と
、
介
石
は
主
張
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
異
四
時
説
の
甲
図
に
お
い
て
は
、
太
陽
の
日
周
運
行
の

中
に
三
路
の
区
別
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
路
の
区
別
は
解
消
さ
れ
ざ

る
を
得
な
い
。
他
方
、同
四
時
説
を
示
唆
す
る
乙
図
に
お
い
て
は
、一
々
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の
周
回
路
は
太
陽
の
日
周
軌
道
で
あ
る
が
、
三
路
の
区
別
は
太
陽
運
行

の
年
周
変
化
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
、
異
四
時
説
が
太
陽
の
運
行
を
専

ら
日
周
変
化
の
形
で
考
え
る
の
に
対
し
、
同
四
時
説
は
日
周
運
行
と
年

周
運
行
と
を
分
け
る
。
そ
こ
に
、
両
者
の
重
要
な
相
違
点
が
あ
る
。

一
一
行
～
一
九
丁
表
一
〇
行　

介
石
は
、
異
四
時
説
は
自
然
の
年
周

変
化
を
日
周
変
化
の
中
に
無
理
に
押
し
込
め
る
も
の
だ
と
批
判
す
る
。

そ
の
一
つ
が
、「
四
時
同
来
ノ
難
」（「
春
夏
秋
冬
ノ
四
時
一
日
ノ
間
ニ

同
ク
来
ル
ナ
ラ
ン
」）
で
あ
る
。『
台
麓
考
』
で
は
、「
寒
暖
並
至
ノ
難
」

﹇
上
、
一
〇
丁
裏
﹈
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

--------------------

【
一
九
丁
表
】

Ⅰ
・
洲
春
分
ノ
如
キ
ハ
、
前
ノ
甲
ノ
圖
ノ
如
ク
、
日
出
ニ
ハ
日
ハ
内
路

　
　

ニ
ア
リ
、
日
中
ニ
ハ
中
路
ニ
有
、
入
ニ
ハ
外
路
ニ
ア
リ
。
其
日
出
ニ
ハ

　
　

夏
至
ノ
日
ノ
如
ク
熱
カ
ル
ヘ
シ
。
日
中
ニ
ハ
、
春
秋
二
分
ノ
日
ノ

　
　

如
ク
寒
カ
ラ
ス
暑
カ
ラ
ス
、
不
寒
不
熱
ナ
リ
。
日
ノ
入
ニ
ハ
、
冬

Ⅴ
・
至
ノ
日
ノ
如
ク
寒
カ
ル
ヘ
シ
。
寒
暖
ハ
日
路
ノ
遠
近
ノ
別
ヨ
リ

　
　

生
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
是
非
ト
モ
理
ト
シ
テ
一
日
中
ニ
四
時
ノ
季
候
ノ

　
　

異
リ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
イ
カ
ニ
内
路
ノ
日
ヲ
中
路
ニ
視
ナ
シ
、
又
外
路

　
　

ノ
日
ヲ
中
路
ニ
視
ナ
ス
ト
モ
、
物
ハ
視
ナ
シ
ニ
ヨ
リ
テ
其
実
用
カ
異

　
　

ハ
ル
モ
ノ
テ
ハ
ナ
ヒ
。
タ
ト
ヒ
眞
ノ
火
ヲ
蛍
ノ
火
ト
視
ナ
ス
ト
モ
、
物
ヲ

Ⅹ
・
焼
キ
物
ヲ
温
ム
ル
実
用
ヲ
失
フ
モ
ノ
ニ
ハ
ア
ラ
ス
。
〇
三
ニ
ハ

　
　

乖
二
同
時
経
一
難
。
コ
レ
ハ
、
異
四
時
ト
シ
テ
ハ
同
四
時
ト
説
ク
経
ニ

　
　

乖
ケ
リ
ト
ス
。
旧
経
中
同
時
ヲ
説
ク
事
多
シ
ト
云
ヘ
ト
モ
、
其
ノ

　
　

著
シ
キ
モ
ノ
ヲ
イ
ヘ
ハ
、『
摩
登
伽
経
』
ノ
下　
十
七
丁　

曰
、「
日
月
熒
惑
ト　
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《
字
句
注
》  

一
二
行
「
旧
経
」：
い
わ
ゆ
る
印
度
撰
述
部
の
経
典
を
指
す
も
の
と

思
わ
れ
る
。
次
丁
に
か
け
、『
摩
登
伽
経
』『
宿
曜
経
』『
文
殊
儀
軌
経
』

『
處
胎
経
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

《
解
説
》

一
〇
行
・
一
一
行　

安
慧
を
異
四
時
論
者
と
見
な
し
て
、
介
石
は
、

異
四
時
の
第
三
の
難
点
「
乖
二
同
時
経
一
難
」（
同
時
を
説
く
経
典
に
乖そ
む

く
）を
、二
〇
丁
表
一
一
行
に
亘
っ
て
指
摘
し
て
い
る
。『
台
麓
考
』で
は
、

「
枉テ 

誣シ
ユ
ル

 

二
衆
経
一
ノ
難
」﹇
上
・
一
三
丁
表
〜
一
四
丁
表
﹈。

--------------------

【
一
九
丁
裏
】

Ⅰ
・
辰
星
ト
歳
星
ト
太
白
ト
鎮
星
ト
是
爲
二
七
曜
一
。
其
熒
惑

　
　

二
年
ニ
シ
テ
始
テ
一
周
天
。
辰
星
一
歳
ニ
始
メ
｛
テ
｝
一
周
天
。
其
歳
星

　
　

於
十
二
歳
始
｛
メ
テ
｝
一
周
天
。
鎭
星
ハ
二
十
八
歳　
二
十
八
者

三
十
三
誤
リ　

乃
一
周
天
。

　
　

太
白
ハ
一
歳
半
始
メ
｛
テ
｝
一
周
天
。
凡
歳
三
百
六
十
五
日
ニ
シ
テ
日
一
周
天
。

Ⅴ
・
月
三
十
日
ニ
シ
テ
始
メ
｛
テ
｝
一
周
天
。
是
七
曜
周
天
數
法
」
ノ
文
、
是
ハ

　
　

七
曜
東
行
ト
ケ
ル
文
ナ
リ
。
若
西
行
ナ
ラ
ハ
、
日
一
歳
ニ
三
百

　
　

六
十
遍
シ
テ
ク
レ
リ
。
而
シ
テ
一
歳
ニ
初
メ
テ
一
周
ス
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
是
黄

　
　

道
ノ
上
ヲ
日
々
ニ
一
度
ツ
ヽ
東
ニ
移
リ
ユ
ク
事
ナ
リ
。
若
西
行

　
　

ナ
ラ
ハ
、
月
ハ
三
十
日
ニ
三
十
遍
シ
テ
ク
レ
リ
。
而
シ
テ
一
月
ニ
シ
テ
一
周
天
ス

Ⅹ
・
ル
ハ
、
是
白
道
ノ
上
ヲ
毎
十
三
度
有
奇
ツ
ヽ
東
ニ
移
リ
行
ク

　
　

事
ナ
リ
。
若
異
四
時
ナ
ラ
ハ
、
別
ニ
黄
白
道
ヲ
立
ル
事
ア

　
　

タ
ハ
サ
ル
故
、
日
々
一
周
天
ス
ル
事
ナ
リ
。
普
門
モ
、
須
弥
界
暦

　
　

ヲ
造
ル
ニ
ハ
黄
白
道
弁
セ
サ
レ
ハ
暦
法
備
ラ
サ
ル
故
、
同
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《
字
句
注
》

一
行
「
七
曜
」：
日
（
太
陽
）、月
（
太
陰
）、辰
星
（
水
星
）、太
白
（
金

星
）、
熒
惑
（
火
星
）、
歳
星
（
木
星
）、
鎮
星
（
土
星
）。　
　
　
　
　

四
行
「
凡
歳
」：
平
常
の
一
年
。

《
解
説
》

一
九
丁
表
一
二
行
～
一
九
丁
裏
一
二
行　

介
石
は
、『
摩
登
伽
経
』「
明

時
分
別
品
第
七
」
の
「
七
曜
周
天
數
法
」
の
一
文
が
、
西
行
と
は
区
別

さ
れ
る
七
曜
の
東
行
を
述
べ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、『
摩
登
伽
経
』

を
同
四
時
の
経
典
に
数
え
る
。
西
行
は
、
恒
星
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
天
体

に
見
ら
れ
る
東
か
ら
西
へ
の
日
周
運
行
（
地
球
の
自
転
運
動
の
反
映
）

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
東
行
は
、
恒
星
天
に
対
す
る
西
か
ら
東
へ
の

運
動
で
、
七
曜
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
周
期
が
あ
る
。
例
え
ば
、
恒
星
に

対
す
る
日
出
の
太
陽
の
位
置
を
日
々
観
測
す
る
と
、
太
陽
は
黄
道
上
を

毎
日
一
度
弱
東
へ
移
動
し
、一
年
で
一
周
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
摩

登
伽
経
』
に
言
う
そ
の
他
の
「
周
天
數
法
」
も
、
諸
惑
星
と
月
の
公
転

周
期
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

異
四
時
説
は
、
太
陽
や
月
の
日
周
運
行
の
中
に
、
年
周
や
月
周
の
変

化
を
混
入
し
て
い
る
た
め
、
七
曜
の
東
行
を
独
自
に
取
り
出
し
て
考
察

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
を
、
介
石
は
、「
若
異
四
時
ナ
ラ

ハ
、
別
ニ
黄
白
道
ヲ
立
ル
事
ア
タ
ハ
サ
ル
故
、
日
々
一
周
天
ス
ル
事
ナ

リ
」
と
批
判
し
て
い
る
。

七
曜
の
西
行
（
日
周
運
行
）
と
東
行
と
を
区
別
す
る
と
い
う
点
で
、

介
石
の
主
張
は
よ
り
分
析
的
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
東
行
の
中
に
は
、

惑
星
や
月
の
公
転
運
動
の
要
素
と
地
球
の
公
転
運
動
の
反
映
の
要
素
と

が
含
ま
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
介
石
は
こ
れ
ら
二
つ
の
要
素
を
区
別

し
て
は
い
な
い
。

一
二
行
～
二
〇
丁
表
一
行　

普
門
円
通
も
、
暦
法
を
備
え
る
（
特
に

日
食
月
食
を
予
測
す
る
）
た
め
に
黄
道
、
白
道
を
導
入
し
、「
同
四
時

ニ
改
メ
ラ
レ
タ
リ
」
と
介
石
は
判
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
同
四
時

ニ
改
メ
ラ
レ
タ
リ
」
と
い
う
判
定
の
根
拠
と
な
る
円
通
の
言
葉
を
、
介

石
は
指
摘
し
て
い
な
い
。
円
通
は
、『
須
弥
山
儀
銘
並
序
和
解
』
の
中

で
、
黄
道
・
白
道
に
度
々
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
の
『
和
解
』
は
異
四

時
に
立
つ
。
安
慧
は
、「
律
師
ヲ
指
シ
テ
同
四
時
家
ト
視
タ
ル
ハ
大
ナ

ル
誤
認
ナ
リ
」﹇『
天
文
倢
徑
古フ
ル

之ノ

中ナ
カ

道ミ
チ

』
二
〇
丁
裏
﹈
と
言
い
、
他
方

で
、
円
通
が
「
一
般
ノ
異
四
時
家
ノ
如
ク
看
ラ
レ
タ
レ
ト
モ
、
决
シ
テ

然
ラ
ス
」
と
注
意
し
て
も
い
る
。「
律
師
…
實
象
ノ
異
四
時
ヲ
顕
シ
、

又
…
現
量
ノ
視
象
天
ノ
同
四
時
ヲ
明
ス
」﹇
同
前
、九
丁
裏
〜
一
〇
丁
表
﹈

と
い
う
の
が
、
安
慧
か
ら
見
た
円
通
の
考
え
で
あ
る
。
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--------------------

【
二
〇
丁
表
】

Ⅰ
・
四
時
ニ
改
メ
ラ
レ
タ
リ
。『
宿
曜
経
』
ニ
曰
、「
五
星
以
速
遲
至
リ
、

　
　

辰
星　
一
年
一

周
ス　

太
白
ハ　
一
年　
一
周
ス　

熒
惑　
二
年
｛
一
｝

周
ス

　

歳
ハ　
歳
十
二
年

一
周
ス　

並
テ
次
第
ニ
テ

　
　

行
度
ノ
緩
急
、
是
於
テ
彰
ル
ヽ
」。『
宿
曜
経
』
ニ
速
ト
云
遅

　
　

ト
云
ハ
東
行
ニ
テ
、
日
々
西
行
ス
ル
處
ロ
ノ
遅
速
ト
ハ
表
裏
セ
リ
。

Ⅴ
・
コ
ヽ
ニ
釋
註
ス
ル
如
ク
、
東
行
速
カ
ナ
ル
ヲ
前
ニ
列
子
、
遅

　
　

キ
ヲ
后
ニ
オ
ク
、
是
カ
「
速
ヨ
リ
至
遅
排
爲
二
次
第
一
」
ト
云
モ
ノ
ニ
ヤ
。

　
　

コ
ノ
外
『
文
殊
儀
軌
経
』﹇　
　
　
　
　
　

﹈『
處
胎
経
』
ニ
ミ
ナ

　
　

同
四
時
ヲ
説
ク
處
ナ
リ
。
爾
ラ
ハ
「
日
月
行
品
」
ノ
只
一
ヶ
處
、

　
　

庸
人
此
ヲ
タ
ヤ
ス
ク
見
レ
ハ
異
四
時
ト
ト
ル
ニ
似
タ
リ
。
乍 

Ⅹ
・
去
、
深
ク
考
フ
レ
ハ
「
行
品
」
却
テ
同
四
時
ヲ
説
ク
経
ナ
リ
。

　
　

其
解
予
カ
別
考
ノ
書
ニ
詳
カ
ナ
リ
。
〇
五
ニ
ハ
交
食
不

　
　

成
ノ
難
。
異
四
時
ノ
説
ヲ
立
レ
ハ
、
交
處
ニ
有
テ
日
月
ハ

　
　

食
ヲ
ナ
サ
ヽ
ル
失
ア
リ
。
何
ト
ナ
ラ
ハ
、
異
四
時
ノ
説
ニ
テ
ハ

《
字
句
注
》

一
行
〜
三
行
：『
宿
曜
経
』「
序
分
定
宿
直
品
」に
は
、「
五
星
以
速
至
遲
。

即
辰
星
太
白
熒
惑
歳
鎭
。
排
爲
次
第
。
行
度
緩
急
於
斯
彰
焉
。」と
あ
る
。

底
本
の
引
用
文
中
、
割
注
は
介
石
に
よ
る
、
ま
た
、「
鎭
」（
土
星
）
が

落
ち
て
い
る
。　
　
　
　

七
行
﹇　
　

﹈：
解
読
で
き
な
か
っ
た
。『
台

麓
考
』﹇
上
・
七
丁
裏
、
下
・
九
丁
表
﹈
は
、『
摩
登
伽
經
』『
舎
頭
諫
經
』

『
文
殊
儀
軌
經
』『
寶
性
陀
羅
尼
經
』『
大
集
經
』『
宿
曜
經
』
を
同
四
時

の
経
典
に
数
え
て
い
る
の
で
、『
舎
頭
諫
經
』『
寶
性
陀
羅
尼
經
』『
大

集
經
』の
ど
れ
か
が
入
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。　
　
　
　

一
二
行「
交

處
」：「
月
の
交
点
」
な
い
し
そ
の
近
く
を
指
す
。
月
の
交
点
は
、
月
の

軌
道
（
白
道
）
が
太
陽
の
軌
道
（
黄
道
）
を
含
む
黄
道
面
と
交
わ
る
二
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つ
の
点
（
昇
交
点
と
降
交
点
）
で
、
そ
の
二
点
は
地
球
を
挟
ん
で
反
対

側
に
あ
る
。
日
食
は
太
陽
と
月
と
が
同
じ
交
点
に
見
え
る
と
き
に
、
月

食
は
反
対
の
交
点
に
見
え
る
と
き
に
生
じ
る
。
白
道
が
黄
道
面
と
成
す

角
は
、
約
五
度
と
言
わ
れ
る
。

《
解
説
》

一
行
～
六
行　

介
石
は
、さ
ら
に『
宿
曜
経
』を「
同
四
時
ト
説
ク
経
」

に
数
え
る
。『
宿
曜
経
』
も
五
星
（
五
惑
星
）
の
東
行
に
つ
い
て
述
べ
、

さ
ら
に
「
速
ヨ
リ
至
レ
遅
」
の
順
（
周
期
の
短
長
の
順
）
に
五
星
を
配

列
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
い
る
。
五
星
の
配
列
は
、
西
洋
由
来
の

「
九
重
天
」（
天
動
説
）
に
似
る
。

七
行
～
一
一
行　

介
石
は
、
多
く
の
経
典
が
同
四
時
を
説
く
中
で
、

『
立
世
論
』「
日
月
行
品
」
だ
け
が
異
四
時
を
説
く
こ
と
が
あ
り
得
る
か

と
問
い
、
よ
く
検
討
す
れ
ば
「
日
月
行
品
」
も
同
四
時
で
あ
る
こ
と
が

理
解
で
き
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
そ
の
理
解
を
「
予
カ
別
考
ノ
書
」
に

述
べ
て
い
る
と
言
う
。

「
予
カ
別
考
ノ
書
」
と
は
、『
日
月
行
品
台
麓
考
』
で
あ
ろ
う
。『
台
麓

考
』
は
、
九
丁
表
裏
で
「
理
ト
シ
テ
日
月
行
品
一
品
ニ
限
テ
異
四
時
ヲ

説
キ
玉
フ
ヘ
キ
理
ア
ラ
ン
ヤ
」
と
疑
問
を
述
べ
た
上
で
、
四
洲
を
廻
る

太
陽
の
運
行
を
述
べ
た
「
日
月
行
品
」
の
文
（「
甲
図
」
の
解
説
中
に

引
用
し
た
文
な
ど
）
は
、
太
陽
の
日
周
運
行
を
述
べ
て
い
る
と
普
通
理

解
さ
れ
る
が
、
実
は
、
太
陽
の
年
周
運
行
の
経
路
す
な
わ
ち
黄
道
に
つ

い
て
、
そ
れ
が
内
中
外
三
路
に
跨
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
解
釈
し
て

い
る
。
こ
の
「
日
月
行
品
」
解
釈
は
、
既
に
介
石
の
師
環
中
が
円
通
の

異
四
時
説
を
批
判
し
て
著
し
た
『
須
弥
界
四
時
異
同
弁
』﹇
六
丁
裏
〜

一
二
丁
裏
﹈
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
介
石
は
、
環
中
の
解
釈
に
従
っ
て

い
る
。

な
お
、『
台
麓
考
』
を
「
予
カ
別
考
ノ
書
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、『
闇
中
案
』
執
筆
の
頃
、『
台
麓
考
』（「
明
治
十
四
年
八
月

発
兌
」）
は
「
別
考
」
即
ち
草
稿
か
刊
行
準
備
の
段
階
に
あ
っ
て
、
発

刊
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
安
慧
は
、

「
明
治
十
四
年
八
月
発
兌
」
よ
り
も
前
に
『
台
麓
考
』
を
入
手
し
て
、『
天

文
倢
徑
古フ
ル

之ノ

中ナ
カ

道ミ
チ

』（「
明
治
十
三
庚
辰
十
二
月
下
浣
」
自
序
）
を
書
き
、

『
台
麓
考
』
を
批
判
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
介
石
の
『
闇
中
案
』
執
筆

の
時
期
は
、明
治
十
三
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。な
お
、介
石
が『
闇

中
案
』
の
中
で
「
予
カ
別
考
ノ
書
」
即
ち
『
台
麓
考
』
に
言
及
し
た
こ

と
が
、『
台
麓
考
』
を
発
刊
よ
り
も
前
に
入
手
す
る
機
会
を
安
慧
に
与

え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
一
行
・
一
二
行　
「
五
ニ
ハ
」
と
あ
る
が
第
四
難
で
あ
る
。「
交
食

不
成
ノ
難
」
は
、「
交
處
」
に
お
い
て
日
食
、
月
食
が
起
き
る
こ
と
を

説
明
で
き
な
い
と
い
う
異
四
時
説
の
難
点
で
あ
る
。『
台
麓
考
』
に
も

「
交
食
不
レ
成
ノ
難
」﹇
二
十
丁
表
﹈
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
難
の
下
で
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介
石
が
述
べ
る
異
四
時
説
批
判
は
、
環
中
の
『
須
弥
界
四
時
異
同
弁
』

﹇
一
二
丁
裏
〜
一
六
丁
表
﹈
に
沿
っ
て
い
る
。

--------------------
【
二
〇
丁
裏
】

Ⅰ
・
黄
白
二
道
ヲ
立
ル
事
不
能
。
故
太
陰
ノ
如
キ
望
ニ
当
テ
、

　
　

月
路
ト
日
路
ト
相
去
事
、
佛
暦
ニ
テ
ハ
二
百
九
十
由
旬
ニ
テ
、

　
　

外
暦
ニ
テ
ハ
四
十
七
度
ニ
ア
タ
レ
リ
。
由
テ
最
大
併
徑
一
度

　
　

三
分
三
十
九
秒　
ラ
コ
半
徑
ト
月
半
徑
ト

相
併
セ
タ
ル
数
ナ
リ　

ヲ
求
メ
、
以
テ
正
絃
ヲ
以
テ

Ⅴ
・
距
交
度
ヲ
推
ス
ニ
、
僅
カ
ニ
一
度
四
十
二
分
ナ
レ
ハ
、
漢
洋
ノ
諸

　
　

暦
書
ニ
距
交
一
十
一
度
十
三
分
五
秒
食
限
ス
ヘ
シ
ト
ス
ル
ニ
、

　
　

其
数
不
レ
及
事
、
九
度
七
十
四
分
五
秒
ナ
リ
。
何
食
推
歩

　
　

ス
ル
理
ア
ラ
ン
ヤ
。
是
ヲ
以
テ
食
ヲ
求
ン
ト
ス
レ
ハ
、
同
四
時
ノ
説
ノ

　
　

如
ク
黄
白
二
道
ヲ
立
テ
ヽ
、
併
徑
距
交
十
一
度
十
六
分

Ⅹ
・
四
五
ヲ
求
メ
得
ヘ
シ
。
四
時
異
時
ノ
可
否
圖
ヲ
シ
テ
知

　
　

ヘ
シ
。

　
　
「
第
六
難　

二
曜
食
限
」
ト
云
ヨ
リ
、
二
十
三
帋
左
五
行
ニ
至
ル
。

　
　

駁
シ
テ
曰
、
暦
理
ヲ
知
ラ
ス
。
問
答
評
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
。

《
字
句
注
》

四
行
「
ラ
ゴ
」：
ラ
ゴ
（
羅
睺
）
は
、
ケ
イ
ト
（
計
都
）
と
と
も
に
、

イ
ン
ド
神
話
の
目
に
見
え
な
い
天
体
。
ラ
ゴ
は
「
交
處
」
の
昇
交
点
近

く
に
、
ケ
イ
ト
は
降
交
点
近
く
に
あ
っ
て
、
太
陽
や
月
が
「
交
處
」
に

来
た
時
、
光
を
覆
い
食
を
起
こ
す
と
言
わ
れ
る
。
二
一
丁
表
の
図
は
、

黄
道
上
の
ラ
ゴ
が
白
道
上
の
月
に
接
す
る
月
食
開
始
（
又
は
終
了
）
を

描
い
て
い
る
。
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《
解
説
》

一
行
～
一
一
行　

異
四
時
説
が
食
の
発
生
を
説
明
で
き
な
い
理
由
が

述
べ
ら
れ
る
。
二
一
丁
表
の
図
と
『
台
麓
考
』
を
参
考
に
す
る
と
、「
望
」

（
満
月
）
の
時
、
日
月
は
反
対
の
「
交
處
」
近
く
に
あ
っ
て
月
食
の
可

能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
異
四
時
説
は
、
内
外
二
路
に
相
当
す
る
夏
至

線
と
冬
至
線
の
差
四
七
度
を
、「
月
路
ト
日
路
ト
相
去
事
」
す
な
わ
ち

月
路
と
日
路
の
成
す
角
と
考
え
る
か
ら
、「
距
交
度
」（
ラ
ゴ
と
月
と

が
重
な
り
始
め
て
か
ら
交
点
ま
で
の
月
路
の
距
離
。「
併
徑
距
交
」
と

も
）
は
、「
一
度
四
十
二
分
」
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
一

度
四
十
二
分
」（
の
二
倍
）
が
、異
四
時
説
の
月
食
可
能
領
域
（「
食
限
」）

で
あ
る
。
介
石
は
、
食
限
が
こ
の
よ
う
に
狭
く
て
は
、
月
食
、
日
食
の

生
起
や
そ
の
経
過
時
間
（
皆
既
月
食
は
約
五
時
間
、
皆
既
日
食
は
約
三

時
間
）
を
説
明
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
と
言
う
。
対
し
て
、「
漢
洋
ノ

諸
暦
書
」
は
「
併
徑
距
交
」
を
「
一
十
一
度
十
三
分
五
秒
」
と
し
て
い

る
。
同
四
時
説
も
、黄
道
と
白
道
と
が
成
す
角
を
六
度
と
考
え
る
か
ら
、

「
併
徑
距
交
」
は
十
一
度
十
六
分
四
十
五
秒
と
な
り
、「
漢
洋
ノ
諸
暦
書
」

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
介
石
は
言
う
。

一
二
行　

洋
学
者
か
ら
の
「
第
六
難　

二
曜
食
限
」
は
、『
新
論
』

巻
之
下
二
二
丁
裏
・
二
三
丁
表
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
気
に
よ
る
視
線

屈
折
の
た
め
日
月
が
真
の
位
置
か
ら
像
の
位
置
に
移
さ
れ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
間
違
い
な
く
交
處
に
お
い
て
羅
睺
と
計
都
に
よ
っ
て
光
が
遮

ら
れ
、食
が
起
き
る
の
は
ど
う
し
て
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
安
慧
は
、

二
三
丁
表
裏
に
お
い
て
、
羅
睺
と
計
都
も
気
の
働
き
に
よ
っ
て
真
の
位

置
か
ら
像
の
位
置
に
移
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
日
食
、
月
食
は
像
に
お
い

て
で
は
な
く
、
真
の
位
置
に
お
い
て
、
間
違
い
な
く
交
處
の
食
限
に
お

い
て
起
き
て
い
る
と
答
え
て
い
る
。

一
三
行　

介
石
は
、「
問
答
評
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
」と
、一言
で
済
ま
せ
て
い
る
。

--------------------

【
二
一
丁
表
】

　
　

同
四
時
﹇
月
食
併
徑
距
交
図
﹈　　
　
　
　
　

異
四
時
月
食
﹇
併
徑
距
交
図
﹈
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Ⅰ
・　
　
「
第
七
難　

二
至
大
距
」
ト
云
ヨ
リ
、
二
十
六
帋
初
行
ニ
至
ル
。

　
　

駁
シ
テ
曰
、
像
眞
ノ
二
通
リ
ノ
天
有
リ
ト
セ
ハ
、
コ
ノ
二
象
ハ

　
　

奚
ソ
タ
ヽ
二
至
大
距
ノ
路
ノ
ミ
ニ
限
ラ
ル
マ
ヒ
。
日
月
ニ
モ
又

　
　

是
二
象
ア
ル
ヘ
シ
。
サ
ス
レ
ハ
、
像
ノ
二
至
ノ
大
距
ノ
路
ノ
廣
キ

Ⅴ
・
ニ
應
シ
テ
、
像
ノ
日
月
ノ
体
モ
大
ヒ
ナ
ル
ヘ
シ
。

　
　
　
　

第
八
、九
二
難
モ
亦
評
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
。「
第
十
難　

月
中

　
　
　
　

桂
影
」
ト
云
ヨ
リ
、
巻
ノ
終
ニ
至
ル
。

　
　

駁
シ
テ
曰
、
惣
風
輪
別
風
輪
ヲ
以
テ
、
月
中
ノ
桂
影
ヲ

《
字
句
注
》

「
同
四
時
﹇
月
食
併
徑
距
交
図
﹈」・「
異
四
時
月
食
﹇
併
徑
距
交
図
﹈」：

『
台
麓
考
』﹇
上
・
十
四
丁
裏
﹈
の
「
同
四
時
ノ
併
徑
交
ヲ
去
ル
図
」「
異

四
時
ノ
併
徑
交
ヲ
去
ル
図
」
を
参
考
に
し
て
、﹇　

﹈
内
を
付
け
た
。

《
解
説
》

一
行　

洋
学
者
か
ら
の
「
第
七
難　

二
至
大
距
」
は
、安
慧
『
新
論
』

巻
之
下
、
二
三
丁
裏
・
二
四
丁
表
に
あ
る
。「
二
至
大
距
」
と
は
、
夏

至
線
と
冬
至
線
と
の
開
き
で
、
四
七
度
の
広
さ
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

仏
説
は
、
四
七
度
の
「
二
至
大
距
」
を
内
外
二
路
の
差
二
百
九
十
由
旬

と
見
な
す
。
さ
ら
に
、「
須
弥
界
ハ
廣
大
ニ
シ
テ
、
其
一
度
ハ
四
千
九

由
旬
余
」
で
あ
る
か
ら
、
二
百
九
十
由
旬
は
「
一
度
ノ
十
四
分
ノ
一
」

に
過
ぎ
ず
、「
実
ニ
微
少
」
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
狭
く
て
は
、
日
月
食
、

二
四
節
季
な
ど
の
天
文
暦
象
を
説
明
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、

現
に
太
陽
が
「
南
北
ス
ル
ヲ
見
」
て
も
、「
五
度
ヤ
十
度
ノ
モ
ノ
ト
ハ

見
エ
」
な
い
と
、
洋
学
者
は
批
判
す
る
。

安
慧
は
、
眞
象
に
お
い
て
は
二
百
九
十
由
旬
即
ち
「
一
度
ノ
十
四
分

ノ
一
」
に
過
ぎ
な
い
「
二
至
ノ
大
距
」
も
、「
円
準
之
理
」
す
な
わ
ち

気
に
よ
る
視
線
屈
折
の
た
め
に
、「
其
像
ニ
至
リ
テ
ハ
…
四
千
七
百
分

﹇
四
十
七
度
﹈
ニ
見
ユ
」
と
答
え
て
い
る
﹇「
新
論
」
巻
之
下
二
四
丁
表

〜
二
六
丁
裏
﹈。

二
行
～
五
行　

介
石
は
、「
二
至
ノ
大
距
」
の
像
が
気
に
よ
り
大
き

く
広
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
月
の
像
も
他
の
も
の
の
像
も
比
例
し
て
大

き
く
広
が
る
か
ら
、
事
態
は
変
わ
ら
な
い
と
言
う
。
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六
行　
『
新
論
』
に
よ
れ
ば
、「
第
八
難
」
は
「
四
季
寒
暖
」、「
第
九
難
」

は
「
昼
夜
長
短
」
で
あ
る
。
僅
か
「
一
度
ノ
十
四
分
ノ
一
」
の
幅
し
か

な
い
二
百
九
十
由
旬
を
太
陽
が
南
北
す
る
こ
と
か
ら
、
四
季
の
寒
暖
の

変
化
や
昼
夜
の
長
短
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
だ
と
い
う
批
判
で

あ
る
。
安
慧
の
反
論
は
、「
円
準
之
理
」
を
使
っ
た
第
七
難
へ
の
反
論

と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る﹇『
新
論
』巻
之
下
、二
六
丁
裏
〜
三
三
丁
裏
﹈。

六
行
・
七
行　

洋
学
者
の
「
第
十
難　

月
中
桂
影
」
は
、こ
う
で
あ
る
。

月
に
い
つ
も
同
じ
「
桂
影
」（
月
面
模
様
）
が
見
え
る
こ
と
は
、
月
が

同
じ
面
を
地
球
に
向
け
て
旋
回
す
る
と
す
れ
ば
説
明
が
つ
く
。し
か
し
、

仏
説
の
よ
う
に
、
月
が
三
六
万
由
旬
離
れ
た
東
洲
か
ら
天
頂
を
経
て
西

洲
へ
と
、
地
に
平
行
に
運
行
す
る
と
す
れ
ば
、
月
が
東
洲
や
西
洲
に
あ

る
時
に
は
、
そ
の
横
面
の
模
様
が
見
え
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

月
の
横
面
の
模
様
は
見
え
な
い
か
ら
、
日
月
が
地
に
平
行
に
横
旋
す
る

と
い
う
仏
説
は
誤
り
で
あ
る
と
い
う
批
判
で
あ
る
。

安
慧
は
、
三
三
丁
裏
か
ら
三
五
丁
表
（
巻
末
）
に
か
け
て
、
直
角
プ

リ
ズ
ム
が
光
線
の
進
む
方
向
を
曲
げ
る
よ
う
に
、
惣
風
輪
と
別
風
輪
と

が
遠
く
東
洲
上
の
「
月
体
下
面
ノ
桂
影
」
の
光
の
進
行
方
向
を
折
り
曲

げ
て
、
南
洲
の
地
に
い
る
わ
れ
わ
れ
の
目
に
そ
の
下
面
が
見
え
る
よ
う

に
し
て
い
る
の
だ
と
応
え
て
い
る
。
安
慧
は
、
こ
こ
で
視
線
の
曲
折
で

は
な
く
、
光
線
の
反
射
・
曲
折
を
語
っ
て
い
る
。

八
行
～
二
一
丁
裏
巻
末　

介
石
は
、
安
慧
の
反
論
は
こ
こ
で
も
「
氣

ト
風
ト
同
物
ト
ス
ル
」
混
同
に
陥
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、

氣
は
と
も
か
く
も
、
風
輪
に
は
「
桂
影
」
を
反
射
す
る
働
き
は
な
い
と

言
う
。

--------------------

【
二
十
一
丁
裏
】

Ⅰ
・
写
ス
ト
云
ハ
ヽ
、
同
｛
ク
｝
定
メ
テ
氣
ト
風
ト
同
物
ト
ス
ル
ノ
意
ナ
ラ
ン
。

　
　

爾
ル
ニ
、
氣
ト
風
ト
ハ
其
品
コ
ロ
リ
ト
別
ナ
ル
モ
ノ
ト
申
ス
事
ハ
、

　
　

先
ニ
ス
テ
ニ
弁
シ
終
レ
リ
。
サ
ス
レ
ハ
風
輪
ハ
桂
影
ヲ
写
ス

　
　

ヘ
キ
能
ナ
シ
。

　
　

闇
中
案
大
尾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
巻
之
下
終
り
﹈
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ま
と
め

１
．
仏
教
天
文
学
再
説

仏
教
天
文
学
は
、
円
通
に
よ
っ
て
西
洋
近
代
天
文
学
に
対
抗

し
て
創
設
さ
れ
た
。
円
通
は
主
著
『
佛
國
暦
象
編
』（
文
化
七

年
﹇
一
八
一
〇
﹈）
の
序
に
著
述
の
目
的
を
述
べ
た
中
で
、
仏

教
天
文
学
と
西
洋
近
代
科
学
と
を
、「
聖
説
」
対
「
邪
説
」
と

い
う
信
仰
上
の
対
抗
関
係
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
。
だ
が
、
こ

れ
は
一
面
で
あ
る
。
仏
教
天
文
学
者
に
と
っ
て
、
信
仰
は
自
然

の
探
求
と
別
で
は
な
い
。
彼
等
は
、
西
洋
の
地
球
説
・
地
動
説

モ
デ
ル
に
い
わ
ば
学
問
レ
ベ
ル
で
も
対
抗
し
て
、
中
央
に
須
弥

山
が
卓
立
す
る
平
ら
な
大
地
に
平
行
に
日
月
衆
星
が
周
回
す
る

須
弥
界
モ
デ
ル
を
、
自
ら
の
自
然
探
求
と
し
て
対
置
す
る
。

し
か
し
、
天
文
現
象
は
地
球
・
天
球
説
を
支
持
す
る
よ
う
に

見
え
る
。
地
上
の
ど
の
二
地
点
で
北
極
星
を
観
測
し
て
も
、
二

地
点
の
南
北
距
離
の
差
（
緯
度
の
差
）
に
、
北
極
星
の
仰
角
の

差
が
対
応
す
る
。
こ
の
対
応
は
地
が
球
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す

る
。
ま
た
、
日
々
の
太
陽
や
月
の
軌
道
は
、
地
に
平
行
で
な
く
、

天
頂
で
高
く
地
に
出
没
す
る
円
弧
を
描
く
。
さ
ら
に
、
須
弥
山

は
一
般
人
の
目
に
見
え
な
い
。

仏
教
天
文
学
が
あ
く
ま
で
自
然
の
探
究
で
あ
ろ
う
と
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
彼
ら
に
不
利
な
こ
の
よ
う
な
観
測
事
実
を
説
得
的

に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
天
平
地
の
広
大
な
須
弥
世

界
が
西
洋
説
の
地
球
、
天
球
の
姿
に
ど
の
よ
う
に
し
て
現
象
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
の
説
明
が
、
仏
教
天
文
学
の
中
心
問
題
と

し
て
浮
上
し
て
く
る
。
介
石
は
仮
説
「
視
實
両
象
ノ
理
」
を
、

安
慧
は
仮
説
「
円
準
之
理
」
を
工
夫
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
平
天

平
地
の
世
界
の
モ
デ
ル
と
地
球
・
天
球
を
支
持
す
る
現
象
と
を

繋
ぎ
説
明
す
る
と
い
う
仕
方
で
、
西
洋
近
代
天
文
学
に
対
抗
し

よ
う
と
し
た
。

さ
ら
に
、
仏
教
天
文
学
が
自
然
探
求
の
一
面
を
持
つ
の
で
あ

れ
ば
、
信
仰
に
矛
盾
し
な
い
限
り
、
同
じ
く
自
然
を
探
求
す
る

西
洋
近
代
科
学
を
受
容
す
る
こ
と
も
試
み
ら
れ
て
い
い
だ
ろ

う
。
例
え
ば
、
安
慧
は
、
そ
の
仮
説
「
円
準
之
理
」
の
工
夫
に

際
し
て
、西
洋
の
屈
折
光
学
や
地
球
大
気
論
を
活
用
し
て
い
た
。

２
．
介
石
・
安
慧
の
論
争

『
闇
中
案
』
を
通
し
て
見
ら
れ
る
介
石
・
安
慧
の
論
争
は
、
自

然
探
求
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
西
洋
近
代
科
学
と
の
対
抗
と
そ
の

受
容
を
め
ぐ
る
論
争
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。『
闇
中
案
』

巻
之
下
に
お
い
て
、
介
石
は
、
洋
学
者
か
ら
の
「
第
一
難　

須

弥
焉
ア
リ
」
に
対
す
る
安
慧
の
反
論
を
取
り
上
げ
、
結
論
的
に

「
四
洲
ニ
亘
ル
廣
大
ノ
須
弥
心
ヲ
以
テ
、
朗
氣
カ
イ
カ
ヽ
｛
シ
｝

テ
南
洲
ノ
ミ
ノ
北
極
ノ
天
ノ
處
ニ
狭
ク
窄

シ
ホ
マ
ラシ
ム
ル
」﹇
十
三
丁
表
﹈
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と
安
慧
を
詰
問
し
て
い
る
。
こ
の
詰
問
は
、
一
方
で
、「
朗
氣
」、

換
言
す
る
と
安
慧
の
気
に
よ
る
視
線
屈
折
の
仮
説「
円
準
之
理
」

を
批
判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
円
準
之
理
」
に
よ
っ
て
は
、

仏
教
天
文
学
の
中
心
問
題
を
解
決
で
き
な
い
こ
と
、「
日
月
衆

星
ト
モ
ニ
何
モ
須
弥
ヲ
ハ
中
心
ト
セ
ス
シ
テ
、
吾
ノ
如
ク
却
テ

地
極
ヲ
中
心
ト
シ
テ
旋
」﹇
一
一
丁
裏
﹈
と
主
張
す
る
洋
学
者
を

説
得
で
き
ず
、
西
洋
天
文
学
へ
の
有
効
な
対
抗
と
な
り
得
な
い

こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
こ
の
詰
問
は
、
西
洋
天
文
学

と
説
得
的
に
対
抗
す
る
に
は
、
日
月
衆
星
が
北
極
を
中
心
に
廻

る
と
い
う
西
洋
天
文
学
の
主
張
を
仏
説
と
し
て
も
受
け
止
め
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
。
介
石
は
、「
北
極

見
界
ハ
南
洲
一
洲
ノ
星
」﹇
一
二
丁
裏
﹈
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
、

北
極
中
心
天
を
積
極
的
に
実
象
と
捉
え
、
実
在
世
界
に
北
極
中

心
天
と
須
弥
中
心
天
と
の
二
重
構
造
を
導
き
入
れ
る
。
後
期
の

介
石
は
、
こ
の
二
重
構
造
を
基
礎
に
し
て
、
日
月
が
北
極
を
中

心
に
廻
る
視
象
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。

『
闇
中
案
』
巻
之
下
は
全
体
と
し
て
、
安
慧
の
「
円
準
之
理
」

の
批
判
で
あ
る
。
安
慧
は
、
洋
学
者
か
ら
の
「
第
一
難　

須
弥

焉
ア
リ
」
だ
け
で
な
く
、「
第
二
難　

昇
降
遅
疾
」、「
第
三
難

　

日
月
横
旋
」、「
第
四
難　

曜
乗
風
輪
」、「
第
五
難　

出
没
方

位
」、「
第
六
難　

二
曜
食
限
」、「
第
七
難　

二
至
大
距
」、「
第

十
難　

月
中
桂
影
」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
論
難
に
対
し
て
、
専
ら

大
気
の
屈
折
作
用
を
指
摘
し
て
反
論
し
て
い
る
。
介
石
は
、「
円

準
之
理
」に
基
づ
く
こ
れ
ら
の
反
論
が
、全
く
有
効
で
な
く
、「
円

準
之
理
」
に
代
え
て
、
自
ら
の
「
視
實
両
象
ノ
理
」
に
基
づ
く

べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

介
石
と
安
慧
と
の
論
争
が
、
西
洋
天
文
学
へ
の
対
抗
と
そ
の

受
容
を
廻
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
介
石
が
、
洋
学
者
に

安
慧
を
批
判
さ
せ
る
﹇「
闇
中
案
」
巻
之
二
・
九
丁
裏
〜
十
一
丁
裏
、

巻
之
下
・
一
一
丁
裏
〜
一
二
丁
裏
﹈
と
い
う
手
法
を
使
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
巻
之
下
の
後
三
分
の
一
は
、
四
洲
四
時
異
同
を

め
ぐ
る
仏
教
天
文
学
内
の
学
派
の
論
争
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、

西
洋
天
文
学
と
の
関
係
は
薄
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、

四
洲
四
時
異
同
を
め
ぐ
っ
て
も
、
介
石
は
、
洋
学
者
か
ら
の
論

難
に
い
か
に
反
論
す
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
安
慧
の
「
円
準

之
理
」
を
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
介
石
は
、七
曜
の
東
行
（
太

陽
の
年
周
運
行
や
月
の
月
周
運
行
、
諸
惑
星
の
公
転
に
相
当
す

る
運
行
）
を
西
行
（
日
周
運
行
）
か
ら
区
別
し
て
取
り
出
す
同

四
時
説
と
前
者
を
後
者
に
解
消
す
る
異
四
時
説
と
い
う
論
争
点

を
指
摘
し
、仏
説
に
お
け
る
四
洲
四
時
異
同
を
め
ぐ
る
論
争
が
、

太
陽
の
年
周
運
行
軌
道
（
黄
道
）
や
月
の
月
周
運
行
軌
道
（
白
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道
）
の
捉
え
方
に
関
係
し
、さ
ら
に
西
洋
天
文
学
の
「
九
重
天
」

と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
四
洲
四
時
異
同

を
め
ぐ
る
論
争
も
、
西
洋
天
文
学
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
。

３
．
介
石
天
文
地
理
説
に
お
け
る
『
闇
中
案
』
の
位
置

介
石
天
文
地
理
説
の
展
開
が
、
文
久
二
年
﹇
一
八
六
二
﹈
の

『
鎚
地
球
説
略
』（『
日
本
鎚
』）
を
代
表
的
著
作
と
す
る
前
期
と
、

明
治
十
三
年
﹇
一
八
八
〇
﹈
の
『
視
實
等
象
儀
詳
説
』
を
代
表

的
著
作
と
す
る
後
期
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
度
々

ふ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、介
石
天
文
地
理
説
の
展
開
に
お
け
る『
闇

中
案
』
の
位
置
を
確
か
め
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、『
闇
中
案
』
執
筆
の
時
期
に
つ
い
て
、
検
討
し
直
し

て
お
こ
う
。
前
回
注
釈
「
佐
田
介
石
『
闇
中
案
』
巻
之
一
・
巻

之
二
注
釈
」
に
お
い
て
、『
闇
中
案
』
執
筆
は
、
明
治
一
〇
年

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
介
石
が
「
丁
丑

ノ
秋
」（
明
治
十
年
秋
）
に
安
慧
か
ら
「『
日
本
鎚
』
ヲ
付
ス
ル

﹇
書
﹈」（『
日
本
鎚
質
問
』）
を
贈
ら
れ
た
と
い
う
記
述
が
、『
闇

中
案
』
巻
之
一
・
二
丁
表
に
あ
る
こ
と
が
根
拠
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
推
測
を
修
正
し
て
、
明
治
一
〇
年
秋
か
ら
明
治
一
三

年
ま
で
の
間
の
あ
る
時
期
に
執
筆
し
た
と
幅
を
持
た
せ
る
こ
と

と
し
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
今
回
対
象
に
し
た
『
闇
中
案
』
巻

之
下
・
二
〇
丁
表
で
「
予
カ
別
考
ノ
書
」
と
言
っ
て
、
恐
ら
く

草
稿
段
階
の
『
日
月
行
品
台
麓
考
』﹇
明
治
一
四
年
八
月
発
兌
﹈

に
介
石
が
言
及
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
『
台
麓
考
』
を
批
判
し

た
『
天
文
倢
徑
古フ

ル

之ノ

中ナ
カ

道ミ
チ

』
に
、
安
慧
が
明
治
一
三
年
一
二
月

の
自
序
を
付
け
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

前
期
と
後
期
と
を
時
期
的
に
明
確
に
区
切
る
こ
と
は
困
難
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
期
か
ら
後
期
へ
の
移
行
を
示
す
介
石
の

著
作
が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
視
實
等
象
儀
記
初
篇
』（
明
治
十
年

八
月
刊
）で
あ
る
。『
儀
記
初
篇
』は
、前
期
と
同
様「
北
極
ノ
天
」

を
実
象
天
と
し
、
京
都
や
東
京
な
ど
各
地
域
で
み
る
天
を
視
象

天
と
し
て
、「
視
實
両
象
ノ
理
」
を
適
用
し
て
い
る
。
ま
た
、『
儀

記
初
篇
』
は
前
期
と
同
様
、「
須
弥
」
に
つ
い
て
全
く
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
語
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
本
文
を
述
べ
終
わ
っ
た

巻
末
に
お
い
て
、
一
度
だ
け
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　

視
実
等
象
儀
記
初
編　

右
初
編
ハ
北
極
ヲ
以
テ
日
月
行
度
ノ
中
心
ト
シ
テ
視
実
両

象
ヲ
論
ズ

　

視
実
等
象
儀
記
後
編

右
後
編
ハ
蘇
迷
廬
ヲ
以
テ
日
月
行
度
ノ
中
心
ト
シ
テ
視
実

(43)



梅林　誠爾：佐田介石『闇中案』巻之下注釈 157

両
象
ヲ
論
ズ

介
石
は
、『
儀
記
初
篇
』
の
後
に
『
儀
記
後
篇
』
を
執
筆
す

る
計
画
を
持
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
「
蘇
迷
廬
」
す
な
わ
ち
須
弥

を
中
心
に
置
く
世
界
に
つ
い
て
論
じ
る
予
定
に
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
儀
記
初
篇
』
は
、
専
ら
北
極

中
心
天
の
み
を
実
象
天
と
し
、
須
弥
に
つ
い
て
は
一
言
も
語
ら

な
い
と
い
う
点
で
、介
石
天
文
地
理
説
の
前
期
の
特
徴
を
持
つ
。

し
か
し
、
須
弥
中
心
の
天
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
し
て
い
る
点
で

は
、
後
期
の
特
徴
を
持
つ
の
で
あ
る
。
ま
た
、
北
極
の
所
在
位

置
を
京
都
か
ら
「
万
里
以
上
ニ
過
キ
タ
ル
ヘ
シ
」
と
考
え
る
点

に
お
い
て
も
、『
儀
記
初
篇
』
は
、
後
期
の
特
徴
を
持
つ
。

『
視
実
等
象
儀
記
後
篇
』は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、「
視
実
等
象
儀
記
後
編　

右
後
編
ハ
蘇
迷
廬
ヲ
以
テ

日
月
行
度
ノ
中
心
ト
シ
テ
視
実
両
象
ヲ
論
ズ
」
と
い
う
こ
と
に

近
い
表
題
を
持
つ
写
本
が
存
在
す
る
。
上
に
度
々
ふ
れ
た
『
須

弥
視
實
等
象
儀
記
』
で
あ
る
。
こ
の
写
本
が
、
計
画
さ
れ
て
い

た
『
視
実
等
象
儀
記
後
編
』
の
初
期
の
草
稿
で
は
な
か
っ
た
か

と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、「
北
極
ノ
天
」
の
所
在
位
置
に
つ

い
て
は
、
前
期
の
理
解
と
思
わ
れ
る
記
述
を
残
し
て
い
る
。

『
闇
中
案
』
は
、
明
治
一
〇
年
秋
か
ら
明
治
一
三
年
ま
で
の
間

の
あ
る
時
期
の
執
筆
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
時
期
的
に
見
て
、

『
視
実
等
象
儀
記
初
編
』
の
刊
行
後
執
筆
さ
れ
た
後
期
の
著
作
、

そ
れ
も
後
期
の
早
い
段
階
の
著
作
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

『
須
弥
視
實
等
象
儀
記
』
と
記
述
が
酷
似
し
て
い
る
部
分
が
あ

る
こ
と
も
、『
闇
中
案
』
が
後
期
の
著
作
で
あ
る
こ
と
と
合
致

す
る
。
さ
ら
に
、『
闇
中
案
』
は
、「
北
極
見
界
ハ
南
洲
一
洲
ノ

星
」﹇
一
二
丁
裏
﹈
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
、
実
在
世
界
に
北

極
中
心
天
と
須
弥
中
心
天
と
の
二
重
構
造
を
導
き
入
れ
、
こ
の

二
重
構
造
を
基
礎
に
し
て
、
後
期
の
探
求
を
導
い
た
問
題
「
四

洲
ニ
亘
ル
廣
大
ノ
須
弥
心
ヲ
以
テ
…
イ
カ
ヽ
﹇
し
﹈
テ
南
洲
ノ

ミ
ノ
北
極
ノ
天
ノ
處
ニ
狭
ク
窄

シ
ホ
マ
ラシ
ム
ル
」
を
は
っ
き
り
と
提
示

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
闇
中
案
』
は
、
内
容
的
に
も
介

石
天
文
地
理
説
の
後
期
に
属
し
、
後
期
の
早
い
段
階
の
執
筆
で

あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
介
石
と
安
慧
の
論
争
的
な
や
り
取
り
は
、
遅
く

と
も
明
治
八
年
の
『
世
益
新
聞
』
二
号
論
説
の
頃
に
は
既
に
始

ま
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
一
一
年
か

ら
一
二
年
の
『
明
教
新
誌
』
上
に
は
、
介
石
天
文
地
理
説
を
め

ぐ
る
仏
教
徒
た
ち
の
論
争
記
事
が
度
々
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
介

石
・
安
慧
の
論
争
、
仏
教
徒
た
ち
と
の
論
争
が
、
介
石
天
文
地

理
説
の
後
期
の
展
開
を
促
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
も
の
と

(44)
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思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
前
回
の
注
釈
の
誤
り
を
訂
正
し
、
お
詫
び
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
前
回
注
釈
の
英
文
表
題
に‘Sada K

aiseki ’
と
書
い
た
が
、
こ
の
間
、「
佐
田
介
石
」
は
正
確
に
は
「
さ
た

か
い
せ
き
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
。
同
志
社
大
学
理
工
学
研
究
所
の
仏
教
天
文
学
研
究
会

に
お
い
て
、
同
研
究
所
の
宮
島
一
彦
教
授
、
林
隆
夫
教
授
か
ら
、

小
泉
八
雲
の
『
神
々
の
国
の
首
都
』（
原
著G
LIM

PSES O
F 

U
NFAM

ILIAR JAPAN, 1
8
9
4

）、
お
よ
び
ハ
ー
ン
が
参
照
し
た

C
apt. J. M

. Jam
es

に
よ
る
介
石
の
講
話
の
英
訳( A

 D
iscourse 

on Infinite V
ision, as attained to by B

uddha, 1
8
7
9)

に
、「
サ

タ
カ
イ
セ
キ
」
あ
る
い
は‘Sata K

aiseki ’

と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、‘Sada K

aiseki ’
と
い
う
私
の
読

み
に
疑
問
を
投
じ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
介
石
の
住
寺
正

泉
寺
の
佐
田
氏
に
教
え
を
請
い
、
正
泉
寺
に
お
か
れ
て
も
、「
さ

た
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
下
さ
っ
た
。
私
の
読
み

の
不
正
確
さ
を
改
め
て
お
詫
び
し
、
ご
教
示
に
対
し
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
注
釈
に
際
し
て
、
龍
谷
大
学
図
書
館
か
ら
、『
闇

中
案
』
お
よ
び
『
須
彌
視
實
等
象
儀
記
』
の
閲
覧
・
筆
写
の
機

会
と
、『
闇
中
案
』
翻
刻
掲
載
の
許
可
を
戴
い
た
こ
と
に
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参
照
文
献

青
地
林
宗
、
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）、『
氣
海
観
瀾
』（
早
稲
田

大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

円
通
、文
化
七
年（
一
八
一
〇
）『
佛
國
暦
象
編
』（
東
叡
大
王
府
藏
版
、

国
立
天
文
台
三
鷹
図
書
室
所
蔵
）。

円
通
、文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）、『
須
彌
山
儀
銘
並
序
和
解
』（
紀

府
・
感
應
蘭
若
藏
版
）。

勝
圀
道
人
（
禿
安
慧
）、
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）、『
護
法
新
論
』

三
巻
三
冊
（
清
明
館
藏
梓
）。

禿
安
慧
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）、『
日
本
鎚
質
問
』（
写
本
）。

禿
安
慧
、明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）、『
天
文
倢
徑
古
之
中
道
』（
明

治
一
三
年
一
二
月
自
序
、
京
都
書
林
・
布
部
文
海
堂
發
）。

環
中
、天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）、『
須
彌
界
四
時
異
同
弁
』（
亀
山
・

栖
松
禅
軒
藏
版
）。

小
泉
八
雲
著
、
平
川
祐
弘
編
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）、『
神
々

の
国
の
首
都
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
原
著G

LIM
PSES O

F 
U

NFAM
ILIAR JAPAN, 1

8
9
4

序
。）

孔
子
、
金
谷
治
訳
注
、
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）、『
論
語
』（
岩

波
文
庫
）。

合
信(B

. H
obson)

著, 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）、『
博
物
新
編
』

三
刻
（
福
田
氏
蔵
梓
）。

佐
田
介
石
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）、『
助
字
檃
』（
吉
川
幸
次
郎

他
編
『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
二
巻
・
汲
古
書
院
、
影
印
所
収
）。

(45)
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佐
田
介
石
、文
久
二
年
一
二
月
（
一
八
六
二
）、『
鎚
地
球
説
略
』（
一

名
『
日
本
鎚
』）
三
巻
二
冊
。

佐
田
拾
穂
（
介
石
）、
明
治
八
年
三
月
（
一
八
七
五
）、「
西
洋
ノ
説

氣
ト
風
ト
ヲ
混
シ
誤
レ
ル
ヲ
駁
ス
ル
事
」（『
世
益
新
聞
』
第

二
號
）

佐
田
介
石
、
明
治
一
〇
年
八
月
（
一
八
七
七
）、『
視
實
等
象
儀
記

初
篇　

一
名
天
地
共
和
儀
記
』（
出
版
人
・
藤
田
古
梅
）。

佐
田
介
石
、明
治
一
○
年
〜
十
三
年
頃
（
一
八
七
七
〜
八
○
頃
）
か
、

『
闇
中
案
』（
写
本
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
）。

佐
田
介
石
、明
治
一
○
年
〜
十
三
年
頃
（
一
八
七
七
〜
八
○
頃
）
か
、

『
須
彌
視
實
等
象
儀
記
』（
写
本
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所

蔵
）。

佐
田
介
石
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）、『
視
實
等
象
儀
詳
説
』

二
巻
一
冊(

出
版
人
・
佐
田
介
石)
。

佐
田
介
石
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
頃
か
、『
雰
圍
論
』。

佐
田
介
石
、明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）、『
日
月
行
品
台
麓
考
』（
京

都
書
林
・
西
村
九
郎
右
衛
門
版
、
国
立
国
会
図
書
館
・
近
代

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）。

Jam
es, C

apt. J. M
.

、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）、A

 D
iscourse 

on Infinite V
ision, as attained to by B

uddha,  Transactions of 
the Asiatic Society of Japan, vol.7, 1

8
7
9.

仁
藤
巨
寛
、
明
治
一
六
年
四
月
（
一
八
八
三
）、『
等
象
斎
介
石
上

人
略
伝
』（
耕
文
社
）。

林
隆
夫
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）、「
立
世
阿
比
毘
曇
論
日
月

行
品
訳
注
」（
草
稿
）

游
子
六
輯
、
西
川
正
休
訓
点
、
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）、『
天

經
或
問　

序
圖
』（
松
葉
軒
壽
櫻
）。

《
仏
典
》

（
呉
）竺
律
炎
・
支
謙
共
訳
、『
摩
登
伽
経
』（
東
京
大
学
・
次
世
代

人
文
学
開
発
セ
ン
タ
ー
・
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）

（
陳
）眞
諦
訳
、『
仏
説
立
世
阿
毘
曇
論
』（『
國
譯
一
切
経
・
印
度
撰

述
部
・
論
集
部
一
』、
大
東
出
版
社
。
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

衆
賢
造
、（
唐
）三
藏
法
師
玄
奘
訳『
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
』﹇
四
﹈（『
國

譯
一
切
経
・
印
度
撰
述
部
・
毘
曇
部
三
十
』。
大
正
新
脩
大
藏

經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

（
唐
）不
空
翻
出
、『
宿
曜
経
』（『
文
殊
師
利
菩
薩
及
諸
仙
所
説
吉
凶

時
日
善
惡
宿
曜
經
』）（
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）

（
唐
）
圓
暉
述
、『
倶
舍
論
頌
疏
』（
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）
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